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きメうミしは

八尾市は河内平野の中心部に位置し、古来より幾度となく旧大和川の氾濫を受けながら、

その自然環境のもと、豊かな土壌に育まれてきた地域であります。また当地の東に連なる

信貴生駒山系の西麓部には群集墳で有名な高安古墳群が存在し、平地部では古来より先人

達が生活するうえで築いてきた貴重な文化遺産が数多く埋蔵されております。

現在八尾市は、大小様々な分野での都市開発事業が進められ、21世紀に向け近代都市ヘ

と大きく飛躍しょうとしております。しかし、こういつた我々に豊かさや便利さを与えて

くれる都市開発は、その反面で先人たちの数々の足跡である文化遺産を破壊する危険な面

をもっています。確かに一部の遺跡では整備され保存・保護されているとはいえ、そのほ

とんどは痕跡を止めず消滅していきます。そこで、私共では「開発の波」に呑まれ、失わ

れていく貴重な文化遺産を後世の人々へ伝承することが責務であると認識し、破壊される

遺跡については発掘調査を実施して記録保存に努めております。

今回、平成 3年度に実施しました成法寺遺跡 (第 9次 )、 平成 4年度に実施しました跡

部遺跡 (第 7次～第 9次 )、 小阪合遺跡 (第22次～第24次)、 中田遺跡 (第■次～第13次)、

美園遺跡 (第 1次 。第 2次 )、 東郷遺跡 (第 39次 )、 久宝寺遺跡 (第 15次)、 竹測遺跡 (第

3次 )、 植松遺跡 (第 1次 )、 太子堂遺跡 (第 4次)、 東弓削遺跡 (第 6次 )、 田井中遺跡

(第 9次)の 12遺跡に及ぶ調査・整理が完了しましたので報告書を刊行する運びとなりま

した。本書が学術研究及び本市の地域史の資料として、さらに文化財保護への啓発普及に

活用して頂ければ幸いであります。

末筆となりましたがヽ調査においてご協力いただきました関係各位の皆様方に深くお礼

申し上げますとともに、今後ともよリー層のご理解、ご支援を賜りますようお願いいたし

ます。

財団法人 人尾市文化財調査研究会

理事長 福 島   孝

平成 5年 12月



1.本書は財団法人八尾市文化財調査研究会が平成 3年度及び平成 4年度に実施 した発掘調査

成果の報告を収録 したもので、内業整理及び本書作成業務は各現地調査終了後に着手し、

平成 4年度をもって終了した。

1.本書に収録した報告は、下記の目次のとおりである。

1.本書の構成・編集は岡田清―が行い、文責などは各例言に明示 した。

1.本書掲載の地図は、大阪府人尾市役所発行の2,500分の 1(昭和57年 11月 1日 発行)。 人

尾市教育委員会発行の F八尾市坦蔵文化財分布図』 (平成 3年 4月 1日 改訂)を もとに作

成した。

1.本書で用いた高さの基準は東京湾の平均海水面である。

1.本書で用いた方位は、磁北を示している。

1.遺構は下記の略号で表した。

堅穴住居― SI 溝一 SD 井戸― SE 土坑一 SK 小穴― SP 自然河川一NR
l.遺物実測図は、断面の表示によって次のように分類 した。

弥生土器 。土師器・瓦器 。瓦・埴輪・石類一一白、須恵器一一黒、木製品一一斜線。

1.各調査に際しては、写真 。実測図の他にカラースライドも多数作成している。市民の方々

が、広 く利用されることを希望する。
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八尾市
埋蔵文化財分布図

平成 3年 4月 1日 改訂

0

周知の遺Ljで あって、

文化財保護法57条 の

2i3の 適要を受ける

区域

棄跡指定地であって、

文化財保護法80条 ま
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る土地

古墳・ 周溝墓 既往調査で発見され

た主要な遺構と遺物
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I 跡都遺跡第 7次調査 (A T92-7)



例

1.本書は、人尾市春日町 1丁目47、 48で実施 した店舗付共同住宅に伴う発掘調査の報告書で

ある。

1。 本書で報告する跡部遺跡第 7次調査 (A T92-7)の発掘調査の業務は、人尾市教育委員

会の指示書 (人教社文第34号平成 4年 5月 28日 )に基づき、財団法人入尾市文化財調査研

究会が栗山義孝氏から委託を受けて実施 したものである。

1.現地調査は平成 4年 7月 9日 から平成 4年 8月 10日 にかけて、原田昌則を担当者として実

施 した。面積は220m2を 測る。なお、調査においては垣内洋平・福島友香 。松田恵一 。白

井淳裕が参加 した。

1.本書に関わる業務は、遺物実測―北原清子・沢村妙子、図面 トレースー北原が行った。

1。 本書の執筆・編集は原田が行った。

本 文 目 次

1

2

はじめに…………………………………………………………………………………………  1

調査概要………………………………………………………………………………………… 2

1)調査の方法と経過………………………………………………………………………… 2

2)基本層序…………………………………………………………………………………… 2

3)検出遺構と出土遺物……………………………………………………………………… 3

まとめ……………………………………………………………………………………………  5
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I 跡部遺跡第 7次調査

I 跡部遺跡第 7次調査 (A T92-7)

1  1よ じめに

跡部遺跡は、人尾市の西部に位置する跡部本町 1～ 4丁 目、跡部北の町 1・ 2丁 目、跡部南

の町 1・ 2丁 目、春日町 1～ 4丁 目、太子堂 1。 2丁 目、東太子 1丁 目の東西1.4 km南北0.5～

l kmに 展開する弥生時代前期から鎌倉時代に至る複合遺跡である。

地理的には長瀬川左岸の三角洲状の微高地に位置 し、現地表の海抜は9.5m前後を測る。当

遺跡の周辺には、東に植松遺跡、南に太子堂遺跡、西に亀井遺跡、北に久宝寺遺跡が位置 して

いる①

今回の調査地点である人尾市春日町 1丁目47、 48周辺では、昭和56年 に当調査地の西50mの

地点 (春 日町 1丁目57)で八尾市教育委員会が実施した調査で、弥生時代前期～中期の土坑 1

基・溝 3条のほか古墳時代前期の方形周溝墓が検出されている。また、調査地の東30mの 地点

(春 日町 1丁 目45-1)で 当調査研究会が実施 した調査 (A T89-5)では、弥生時代後期末

KH90-7

目i

第 1図 調査地周辺図
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以前に埋められた銅鐸 1個 。銅鐸埋納坑 1基・溝 1条・落ち込み 1ケ所を検出したほか、古墳

時代前期 (庄内式期古相)の土坑 1基、布留式期古相の竪穴住居 2棟・土坑 1基・溝 1条・小

穴27個、平安時代後期の土坑 1基が検出されている。以上のように、今回の調査地は銅鐸埋納

坑を検出した地点に近接 していることから、集落内における銅鐸埋納の位置関係の問題や埋納

地点周辺の環境を探る意味でも重要な地点と考えられた。

発掘調査は、事業者と人尾市教育委員会 。(財)人尾市文化財調査研究会との三者協定に基づ

き(財)八尾市文化財調査研究会が事業者から委託を受けて実施 した。現地での発掘調査期間は

平成 4年 7月 9日 から平成 4年 8月 10日 で、調査面積は220m2を 測る。

2 調査概要

1)調査の方法と経過

今回の発掘調査は共同住宅建設に伴うもので、建物の建築予定地に沿って調査区を設定した。

調査区の形状がL字状を呈するため、屈曲部を境として調査地を北区 (東西1l m・ 南北31m)

と南区 (東西20m。 南北14m)に三分して調査を実施した。調査地の地区割 りは、調査地の北

西隅のXOoYO地 点を基点として東西30m南北50mに わたつて設定 した。一区画の単位は10

m四方で、東西方向はアルフアベッド (西からA～ C)、 南北方向は算用数字 (北から1～ 5)

で示し、地区の表示は lA～ 5C区 と呼称 した。地点の表示については、東西線X(XO～ X

50)、 南北線Y(YO～ Y30)と 設定し、X線とY線の交点の数字で示 した。掘削に際しては、

地表下2.7～ 3.Omま でを機械掘削した後、以下0.4m前後については層理に従つて人力掘削を

行い遺構・遺物の検出に務めた。その結果、南区で地表下2.9m前 後 (標高6.9m前 後)に存在

する第10層 上面で弥生時代後期に比定される自然河川 1条 (NR-1)を 検出した。遺物は、

第10層 から弥生時代中期に比定される土器類の小破片が極少量出土したほか、第 9層からは弥

生時代後期から古墳時代前期 (布留式古相)に至る土器類の小破片が出土したが、数量的には

弥生時代後期に比定されるものが大半を占めた。これらの土層およびNR-1か らの出土遺物

を含めて、遺物の総量はコンテナ箱に 1箱程度である。

2)基本層序

第 0層 盛土。層厚1.4m前後。上面の標高はT.P+9.8m前 後。

第 1層 10B G4/1暗 青灰色極細粒砂。旧耕土。層厚0.15m前後。

第 2層  10B G7/1明 青灰色極細粒砂。床土。層厚0.15m前後。

第 3層  10Y R7/3に ぶい責橙色極細粒砂。層厚0.2～ 0.3m。

第 4層  7.5Y R6/2灰褐色粘質土。層厚0.15～ 0.3m。 飛鳥時代の遺物を極少量含む。

第 5層  5BG7/1明 青灰色～2.5Y7/4浅責色シル ト。層厚0.15～ 0.3m。

-2-



第 6層  10B G5/1青灰色シル ト混 じり粘土。層

厚0.lm前後。

第 7層  N6/0灰色シル ト混じり粘土。層厚0.1～

0.2m。

第 8層  N5/0灰色粘土。層厚0。 1～0.2mo    TP+9・ 00m

第 9層  N4/0灰色粘土。層厚0。 1～ 0.3m。 弥生

時代後期～古墳時代前期 (布留式古相)

の遺物を少量含む。           _
8.00m

第10層  5B6/1青灰色粘土。層厚0.3m前 後。北

区では粘性が強 く、植物遺体を多 く含み

沼沢地状を呈している。南区では上面が

I 跡部遺跡第 7次調査

⌒

遺構検出面

遺構検出面。弥生時代中期の遺物を極少

量含む。

第11層 10G Y6/1緑灰色粘質シル ト。粘性が強

7.00m

い。層厚0.4m以上。 第 2図 基本層序模式図 (1/40)

3)検出遺構 と出土遺物

・検出遺構

自然1可ナII(NR)

NR-1

南区で検出した。南東―北西方向に伸びるもので、幅1.8～ 2.2m、 深さ0,7m前後、検出長15.

5mを測る。断面の形状は、逆台形である。埋土は上層から第 1層灰色粘質シル ト・第 2層灰

色粘質シル トと明オーリブ灰色極細粒砂の互層・第 3層青灰色極細粒砂～シル ト・第 4層灰白

色極細粒砂である。遺物は第 1層から弥生時代後期に比定される土器類が少量出土したほか、

第 4層 の最下部からは弥生時代中期に比定される土器類が極少量出土 している。図化し得たも

のは弥生時代後期に比定される甕 1点 (10)で ある。

・遺構に伴わない出土遺物

遺物は第 9層 を中心に出土 した。土器類を中心としており、量的にはコンテナ 1箱程度出土

したが大半が小破片であった。時期的には、弥生時代後期～古墳時代前期 (布留式古相)に比

定されるものであるが、時期別の比率では弥生時代後期のものが大半を占めた。そのうち、図

化 し得たものは21点 (1～ 9。 11～ 22)である。

弥生土器

(1)は 口縁部が大きく外反して伸びた後、端部力功卜傾する面をもつ広日長頸壼である。色

0

1

2

3

4

5

7

8

9
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5

X50+

第 3図 検出遣構平面図

調は乳灰色で胎土にやや大粒の長石・チヤー トが散見される。(4)も 長頸重であるが日縁部

を欠損 している。体部上半にヘラ状工具による直線文が縦方向に 3本施文されている。 (2・

3)は短頸直口壼である。(5)は複合口縁重の回縁部で、日縁部外面の上端と下端に波状文

と円形浮文で構成される文様が施されている。胎土には長石の小砂粒を多 く含むもので、色調

は明橙色を呈する。 (6～10)は奏で、いずれも外面に煤が付着している。 (11～ 14)は高杯で、

(11)は杯部、 (12～ 14)は柱状部の資料である。

土師器

(15)は 口縁部が直上に伸びる複合口縁壷である。全体に器壁面の風化が著しく、調整等は

不明である。淡褐色の色調で、胎土には長石・赤色酸化土粒が多量に含まれている。 (16)1ま

Ｙ３

＋
Ｃ

Ｙ２

＋Ｂ
Ⅵ
＋

Ａ

＋

Ｏｍ
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||ト
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卜

|ト

引
|

引
||

引
||

引
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I 跡部遺跡第7次調査

小型の直日重で、日縁部外面は棒状工具によるミガキ、体部は乱方向のミガキが施されている。

胎土には長石・チヤー トを多量に含むもので、色調は乳灰色である。 (17・ 18)イよ庄内式甕で

ある。共に体部外面に右上がりの細筋タタキの後ハケナデでタタキを消すもので、体部内面は

ヘラケズリを施している。胎土に角閃石・雲母を多量に含む生駒西麓産である。(19)は高杯の口

縁部で、口縁端部の内外面に波状文が施されている。淡橙色の色調で、胎土は良好である。(20)

は受部と脚部が貫通する小型の器台である。 (21・ 22)は台付き鉢である。共に色調は明るい

橙色で、胎土には長石が少量含まれている。

3 まとめ

今回の調査地点は、鋼鐸埋納坑をはじめとして、古墳時代初頭 (庄内式古相)・ 古墳時代前

期 (布留式古相)・ 平安時代後期の遺構 。遺物を検出した調査地 (A T89-5)や弥生時代前
iキ 1

～中期・古墳時代初頭 (庄内式古相)の遺構・遺物を検出した調査地 (昭和56年市教委調査地)
il:2

に近接することから、それらに関連した遺構が検出されることが予想された。調査においては、

既往調査で得られた成果と同様の遺物が出土したものの、明確な遺構は検出されなかった。ま

た、銅鐸埋納坑を検出した第 5次調査地 (A T89-5)と の比較では、銅鐸埋納坑を検出した

地点を境として北部は沼沢地状を呈 していたものと推定されており、本調査でも北部では同様

の状況が認められた。このことから、この付近一帯は弥生時代後期段階までは居住域としては

不向きな土地であったことが窺われる。なお、本調査終了後、調査地点から南東約280mの 地

点で実施された第10次調査 (A T92-10)では、弥生時代前期～後期に至る遺構 。遺物が検出
計 3

されてお り、当該期の遺物を包含する土層が約 lmに及ぶことが確認 されている。以上からみ

れば、この調査地付近一帯が、跡部遺跡の弥生時代全般を通 して居住域の中心であったことが

想定されることから、本調査地や銅鐸埋納坑を検出 した第 5次調査 (A T89-5)地点は遺跡

範囲の北端に位置 したものと推定 される。

註1(財)八尾市文化財調査研究会『跡部遺跡発掘調査報告書』一大阪府八尾市春日町1丁 目出土銅鐸―

(財)八尾市文化財調査研究会報告31 1991

註2(財)八尾市文化財調査研究会『八尾市埋蔵文化財発掘調査慨報1980・ ユ981年度』 (財)八尾市文化財調

査研究会報告2 1983,3

註3(財)八尾市文化財調査研究会「4.跡部遺跡第10次調査 (A T92-10)」 F平成4年度 (財)八尾市文化

財調査研究会事業報告』1993
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第 4図  NR-1(101、 包含層 (1～ 9)(11～ 22)出土遺物
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Ⅱ 跡部遺跡第 8次調査 (A T92-8)



例

1.本書は、人尾市跡部本町 4丁 目4-20で実施 した鉄塔新設工事に伴う発掘調査の報告書で

ある。

1.本書で報告する跡部遺跡第 3次調査 (A T92-8)の発掘調査業務は、人尾市教育委員会

の指示書 (人教社文第59号平成 4年 6月 29日 )に基づき、財団法人八尾市文化財調査研究

会が日本電信電話株式会社から委託を受けて実施 したものである。

1.現地調査は平成 4年 8月 20日 ～ 9月 5日 にかけて、岡田清―を担当者として実施した。調

査面積は100m2を 測る。なお、調査においては西田寿・瀬尾泰大 。後藤信男が参加 した。

1.本書に関わる業務は、遺物実測は市森千恵子・西岡千恵子が行った。

1.本書の執筆・編集は岡田が行った。

本 文 目 次
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Ⅱ 跡部遺跡第 8次調査

Ⅱ 跡部遺跡第 8次調査 (A T92-8)

1.は じめに

跡部遺跡は、人尾市の西部に位置する遺跡で、現在の行政区画では跡部北の町 1。 2、 春日

町 1。 3・ 4、 太子堂 1・ 2、 跡部本町 1～ 3、 渋川町 4～ 7、 安中町 3丁 目付近に広がる複

合遺跡である。地理的には旧大和川の主流である長瀬川左岸の自然堤防上に立地している。

当調査地周辺の遺跡では、東に植松遺跡、南東に太子堂遺跡、西に亀井遺跡、北に久宝寺遺

跡があり、さらに当遺跡の北東部には渋川廃寺推定地が含まれる。

当遺跡では、現在までに人尾市教育委員会・当調査研究会によつて数次にわたって発掘調査

が実施されている。昭和56年 に入尾市教育委員会が春日町 1丁 目において実施 した調査では、

弥生時代前期～中期の土坑・溝、古墳時代前期の方形周溝墓とも考えられる遺構が検出されて

いる。当調査研究会が実施 した発掘調査では、昭和57年 に跡部本町 1丁目において、弥生時代

後期～古墳時代前期の遺物包含層を確認、昭和59年 には当調査地から東に250m地点にあたる

跡部本町 2丁 目で、中世の井戸 。土坑・溝 。小穴を検出している。さらに、昭和63年 に前記の

昭和57年の調査地の西側で古墳時代前期の土坑・溝を検出、そして平成元年の春日町 1丁 目に

おける公共下水道工事に伴う発掘調査では、弥生時代中期後半に造られたとみられる銅鐸が埋

、人尾市教育委員会 ,

島ぎ蒐

…
昭和59年度調査 場励 ミ

三l蕊丸

〒二言貢憂琵可|

(平野川 )

第1図 調査地位置図
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納壊から良好な保存状態で発見されている。

2.調査概要

1)調査方法と経過

今回の調査は、当調査研究会が跡部遺跡内で行つた第 8次調査で、鉄塔新設工事に伴うもの

である。調査は土木建築工事によって破壊が予測される部分を対象として、東西約12m×南北

8mの調査区を設定 した。掘削については、現地表下約1.6mま での土層を機械掘削 した後、

以下のOi5m～ 1.Omま での土層については人力による掘削・精査を実施 し、遺構 。遺物の検出

に務めた。

TP十
10.Om

2)基本層序

現地表から下層確認を含む層までの深度は約3.5mを 測 り、

その堆積層は18層 に分けられる。調査区内の各層は全体的にみ

て、フラットな状況を示す。

9.On

鋤溝
(SD‐ 101～ 107

8.Om

第 1層

_ 第 2層

第 3層

第 4層

一一 井戸

(SE-201)

第 5層

第 6層

第 7層

礁
睫
周
ピ

盛土及び攪乱層。層厚70cm前 後。

旧耕土。層厚5～ 15cm。

床土。層厚10～ 20cm。

オリーブ灰色極細粒砂。層厚10～ 30cm。 唐津焼き椀、

常滑の陶器などの小破片を含む近世の遺物包含層で

ある。

灰褐色微砂混粘質土。層厚10～ 30cm。 第 4層 同様、

近世の遺物包含層である。

灰掲色極細粒砂。層厚10～ 30cm。 中世～近世の遺物

を僅かに含む。

黄褐色シルト混粘質土。層厚10～ 20cm。 土師器、瓦

器椀の小破片を若千含む鎌倉時代の遺物包含層であ

第2図 基本層序模式図(1/401        る。

第 8層 :淡茶灰色微粒砂。層厚20～ 30cm。 層内には遺物は全く含まれていない。この層の上

面を第 1調査面とした。

第 9層 :茶褐色粘質土。層厚20～ 30cm。 奈良時代の遺物包含層で、比較的須恵器を含む割合

が高い。

第10層 :赤褐色粘質シルト。層厚10cm前後。酸化鉄分を多量に含む。この層の上面を第 2調

Om

1

2

4

5

6

7

爬 8

ゞ   9

槍M
14

-10-



|

Ⅱ 跡部遺跡第8次調査

査面とした。

第11層 :黄褐色シル ト。層厚10cm前後。

第12層 :青灰色粘質シル ト。層厚5～ 10clll。

第13層 :暗灰色粘土。層厚5～ 10cm。

第14層 :灰黒色細砂混粘質土。層厚10～ 15cm。 この層に関しては、調査地の西へいくほど土

層が希薄になり、砂を含む割合も高 くなっていく。そしてこの層の上面を精査 した

ところ、明確ではないが部分的に足跡らしきところがみられた。畦畔は調査面では

確認することができなかったが、第14層 の堆積状況からみてこの層の上面が水田遺

構となる可能性が高いといえる。時期は遺物が検出されないので不明であるが、層

位的にみて奈良時代以前と考えられる。

第15層以下の下層確認では、旧河道とみられる粘土・砂・シル トの堆積状況が認められ、と

くに第18層の灰白色微砂層での湧水は著 しく、下層確認の結果1.Om以上の砂の堆積がみられ

た。層内には遺物は一片もみられなかったが、八尾市教育委員会の試掘結果から照合すると古

墳時代前期 (庄内式期)に比定される河川の氾濫源ではないかと考えられる。

灰白色細砂。層厚10～ 20cm。

灰色粘土。層厚40cm前後。

灰色粘質土シル ト。層厚20cm前後。

灰白色微砂。層厚20cm以上。

3)検出遺構と出土遺物

<第 1調査面>

第 8層淡茶灰色微粒砂上面 (標高8.3m前後)において、鎌倉時代の土坑 2基 (SK-101,

102)。 小穴 2箇所 (SP-101,102)・ 溝 7条 (SD-101～ 107)を検出した。

土坑 (SK)

SK-101

北東部で検出した。東部は攪乱によって破壊されている為全容は不明である。検出部分で東

西1.8m、 南北1.6m、 深さ0。 2mを 測る。遺構内埋土は緑灰色粘質土の単一層で、出土遺物は

土師器の小破片が僅かにみられただけである。

SK-102

中央東部で検出した。北部は滞によって切られ、西部は攪乱によって一部破壊されている為

全容は不明である。検出部分で東西1.lm、 南北0。 7m、 深さ0.2mを 測る。遺構内埋土は緑灰

色粘質上の単一層で、遺構内からの遺物はみられなかった。

第15層

第16層

第17層

第18層
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第 3図 第 1調査面 (上 )。 第 2調査面 (下)遺構平面図
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Ⅱ 跡部遺跡第8次調査

/1ヽ穴  (SP)

SP-101

南西部で検出 した。上面は楕円形を呈 し、長径0.5m、 短径0.3m、 深 さ0.lmを 測る。遺構

内埋土は淡灰色微砂混粘土の単一層で、遺物は出土 しなかった。

SP-102

中央南部で検出 した。南部は調査区外 に至るため全容は不明である。検出部長径0.3m、 深

さ0。 lmを測る。遺構内埋土は暗灰色微砂混粘土の単一層で、遺物は土師器の小破片が少量出

土 した。

溝 (SD)

SD-101～ SD-107

東西方向に伸びる溝を 5条、南北方向に伸びる溝を

～0.5mを 測 り、遺構内埋土はいずれも淡灰色微砂

混粘土の単一層である。出土遺物は土師器・瓦器の

小破片で、中世における耕作に伴う鋤溝と考えられ

る。そのうち図化できたものはSD-105か ら須恵

器杯身 (1)が 1点 、 SD-107か ら小型の土錘

2条検出した。幅0.2～ 1.Om、 深さ0.2

―

∇

―

0                 10Cm

~     02

(2)が 2点だけであ る。             第4図 SD-105(1)、 SD-107(2)出 土遺物実測図

<第 2調査面>

第10層赤褐色粘質シル ト上面 (標高7.8m)に おいて奈良時代の井戸 1基 (SE-201)を 検

出した。

井戸 (SE)

SE―-201

南西部で検出した。井戸側をもたない素掘 りの井戸で、西部は調査区外に至るため全容は不

明である。検出部分の長径2.8mを 測る。深さについては検出面から約1.Om掘削したところ西

側壁の銅矢板部分が傾 き、掘削を続けることは非常に危険と判断したので途中で調査を断念 し

た。井戸内埋土は検出部分で上から責灰色砂礫混細粒砂 。青灰色極細粒砂 。灰色微砂混粘質土

。暗灰色粘土 (植物遺体を含む)。 灰白色細砂の 5層 に分層できる。埋土内からは奈良時代

(8世紀初頭から中葉頃)に比定される遺物が出土 し、その中で図化できたものは、須恵器の

杯身 (3・ 4)、 鉢 (5)、 甕 (6)、 土師器では杯 (7)、 甕 (8～ 10)、 把手付き甕 (11・ 12)

がある。また青灰色極細粒砂層の中から2枚の斎串 (い ぐし)がみつかった。これは細長い板

材の上端を圭頭状に、下端を剣先状につくられた串状の木製品で、一方の側面には数箇所の切

り込みが入れられた痕跡が認められる。規模は、Aの方は縦19cm、 横1.9cm、 厚さ0.2cmを測る。

-13-
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1.黄灰色砂礫混細粒砂
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3.灰色微砂混粘質土

4.暗灰色粘土 (植物遺体含む)

5.灰白色細砂
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Ⅱ 跡部遺跡第8次調査

第 7図  SE-201出 土遺物実測図 I

4)遺構に伴わない出土遺物

遺物は第 7層 と第 9層の 2層から出土 している。第 7層からは時期的に余良時代～中世に比

定されるもので、そのうち図化できたものは、須恵器では 1点のみ擬宝珠状のつまみが付 く杯

蓋 (13)、 土師器では奏 (14)、 羽釜 (15。 16)、 平瓦 (17・ 18)がある。第 9層 からは時期的

に奈良時代に比定される遺物で、そのうち図化できたものは、須恵器では擬宝珠状のつまみが

付 く杯蓋 (19)、 杯身で高台を有するもの (20)と 有さないもの (21)、 底部に数箇所の刺突孔

がみられる鉢 (22)がある。土師器ではミニチュアとみられる高杯 (23)、 杯 (24・ 25)、 中皿

(26)、 奏 (27)がある。
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第 8図  SE-201出 土遺物実測図Ⅱ
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ヒ ~20

第 9図 遺構に伴わない出土遺物実測図 第 6層 (13～ 18)、 第 7層 (19～ 271

Ⅱ 跡部遺跡第 8次調査

基
23
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5)出土遺物観察表

号

号
燐
麟

遺

図

器  種

出土地点

唯

絲

量

ｍ＞

法

くｃ
形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色  調 胎  土 焼  成

遺存状況

備  考

生 杯 身

(須恵器)

SD-105

高台径 86 体部外面回転ヘラケズリ、他内外面回転ナ

デ 。

淡青灰色 精良 良好 底部のみ

土 鍾

(土師器)

SD-107

孔径 03 手づくね、ナデ。 灰色 0 5El以 下

の砂粒を含

む

良

3 杯 身

(須恵器)

SE-201

高台径 内外面回転ナデ。 外 乳灰色

～暗灰色

灰色～

黒灰色

内

精 良 良好 底部のみ

4 同 上 口径 148
器高 45
高台径 90

体部内クト面回転ナデ。底部外面不定方向ナ

デ 。

外 淡灰色

内 淡緑灰色

0 5HJl以 下

の砂粒を少

量含む (長

石・石英)

良好

5 鉢

(須恵約

SE-201

口径  160 内外面回転ナデ。 淡青灰色 精良 良好 日縁部1/4

養

(須恵器)

SE-201

口径 320 同上。 外

内

棘 髄

淡黄灰色

3 nlm以 下の

砂粒を少量

含む(長石)

良好 口縁部1/4

自然釉付着

7 杯

(土師約

SE-201

唯
縞

口縁部内クト面ヨコナデ、体部クト面ナデ後ユ

ビオサエ、内面ナデ。

外 明茶色～

淡茶仄色

内 明茶色

2m以下の

砂粒を少量

含む (長 石

・石夫)

良好

8 発

(土師器)

SE-201

口径  210 口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ナデ、内

面ヘラナデ。

淡黄茶色 l nln以 下の

砂粒を微量

含む(長石)

良好 口縁部1/6

9 同  上 口径 304 口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ナデ、ユ

ピオサエ内面ヘラナデ。

暗仄色 l lul以 下の

砂粒を少量

含む (長 石

・石英)

良好 2/3

煤付着

１〇

一二

同 上 口径  328 口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナデ

(6本 )、 内面ナデ・ユビオサエ

橙色～乳灰茶

色

2血以下の

砂粒を少量

含む (長 石

・石英)

良好 口縁部4/5

把手付き甕

(土師器)

SE-201

口径 334 口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ユピオサ

エ、内面ヘラナデ。

外 橙色～

灰茶色

橙色一

灰色

内

3 Hun以 下の

砂粒を含む

候石・チャー

ト・赤褐色

酸化粒)

良好 1/4

黒斑有り

同 上 口径  300 口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナデ

(8本 )、 内面ヘラナデ・ユビオサエ・接合痕。

灰茶色 2 1al以 下の

砂粒を含む

良好 4/5

媒付着

杯 蓋

(須恵器)

第7層

口径 96
器高 27
つまみ径

16
つまみ高

08

天丼都外面回転ヘラケズリ、内面回転ナデ。 淡灰色 2 1n n以 下の

砂粒を少量

含む (長 石

・チャート)

良好 3/4
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Ⅱ 跡部遺跡第 8次調査

遺物香号

図)板番号

器  種

出土地点

法量 口径

(cm)器高
形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 調 胎  土 焼 成

遺存状況

備  考

養

(上師器)

第7層

口径  302 口縁部内外面ヨヨナデ、大部外面ハケナデ

(8本 )、 内面ナデ・ユピオサエ。

橙仄色 14m以下の

砂粒 を含 む

(長石 )

良好 口縁都1/5

羽 釜

(上 師綱

第 7層

口径 26.0

鍔径 305
口縁部クト面ヘラナデ・接合痕、内面ヨコナ

デ、他はナデ。

茶褐色 41m以下の

砂粒を多量

含む (長 石

・雲母・角

FAl石 )

良 口縁部1/6

煤付着

同 上 口径 280

鍔径 323
日縁部内外面ヨヨナデ・接合痕、体部外面

ナデ、内部ヘラナデ・ユビオサエ。

茶褐色 4nn以下の

砂粒を多量

含む (長 石

・雲母)

良 口縁部1/6

煤付着

杯 蓋

(須恵器)

第9層

つまみ径

22
天丼部外面回転ヘラケズリ、内面不定方向

のナデ。

外 淡灰色

内 褐灰色

4Hl以下の

砂粒を少量

含む (長 石

・チャート)

良好 1/3

杯 身

(須恵器)

第7層

高台径 97 底部外面回転ヘラケズリ、内面不定方向の

ナデ。

灰色 3111以下の

砂粒を微量

含む (長 石

・チャート)

良好 底部のみ。

底部外面に

「―」のヘラ

記号有り。

同 上 口径  124 体部内外回転ナデ、底部外面回転ヘラケズ

リ、内面ナデ。

外 淡灰色

内 乳灰色

41m以 下の

砂粒を多量

含む

良好

鉢

(須恵器)

第9層

底径  70 体部内外面回転ナデ、底部内外面不定方向

ナデ。

灰白色 4 aul以 下の

砂粒を多量

含む(長石)

良好 1/3

底部外面に

刺突子しを廻

らす

高 杯

(土師器)

第9層

底径  84 内外面ナデ。 淡茶責色 l ndl以 下の

砂粒を微量

含む(長石)

良好 底部1/2

杯

(土師器)

第9層

日径  104
器高  35

口縁部内外面 ヨコナデ、他 内外面ナデ。 外 淡茶灰色

内 乳茶灰色

3 mm以下の

砂粒を少畳

含む (長 石

・赤褐色酸

化粒)

良好 3/4

同  上 口径  16.0 体部外面ヘラミガキ、底部外面ユビオサエ、

他ナデ。

外 決橙茶色

内 明茶褐色

1.nl以下の

砂粒を微量

含む (長 石

・婁母)

良好 1/4

中 皿

(土 師詢

第 9層

口径 224 口縁部内外面ヨコナデ、底部外面ナデ、内

面剖離の為調整不明。

橙灰色 2 nln以 下の

砂粒を含む

(長 石・雲

母)

良

甕

(土師器)

第9層

口径 210 口縁部内外面ヨコナデ、底部外面ヘラナデ、

内面ナデ。

淡責茶色 l lnm以 下の

砂粒を微量

含む(長石)

良好 日縁部1/5
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3.ま とめ

今回の調査では、鎌倉時代の耕作面及び、奈良時代に比定される遺構面の 2時期に渡る遺構

・遺物を検出することができた。鎌倉時代～近代までは、今回の調査結果及び当地周辺におけ

る発掘調査の資料から周辺地域においては、農耕作にみられる生産域であったことがわかる。

しかし奈良時代においては当調査では井戸 1基のみしか遺存 しておらず、他の面はおそらく鎌

倉時代～近代にかけての時期に耕作等によつて削平されたとおもわれ、当時代の遺構の性格を

明確に把握することはできない。ただ、この井戸については本文でも触れたように出土遺物の

なかの『斎串』から丼戸祭祀にまつわる当時の人々の考え、そして土器からは庶民生活の一端

をそれぞれ窺い知ることができる。

ここで当遺跡内における既述の周辺の調査 (第 1図参照)をみると、北西部では昭和53年 に

入尾市教育委員会による調査において、古墳時代中期 (5世紀初頭～ 5世紀中頃)の木杭列を

伴った小溝遺構が確認されている。これは水田畦畔状農道と考えられているが、当調査地にお
註 a

いては下層確認も含めてその時期の遺構はもとより遺物もみられなかった。これは第15層 以下

の砂層の堆積状況からみて、当地においては河川によってこの時期の生活面が削平を受けたと

いう捕え方もできる。また、当調査地の東方部では昭和58年 に当調査研究会の調査 (A T83-

2)に よって平安時代末から室町時代にかけての遺構が確認され、さらに翌昭和59年 にはその
註 4

西側で入尾市教育委員会の調査によって平安時代末の遺構・遺物が検出されている。これらの
註 5

遺構 は居住域 を示す ものであるが、当調査地では第 1調査面 (鎌倉時代 の耕作面)と 対応す る

ところであ り、今 回の調査 によって当遺跡内での中世期 における生活域の西への広が りが明確

となった。

註記

註 1 黒崎直  「斎串考」『古代研究』10号  1976年

註2 兼康保明 「井戸における斎串使用の一例―滋賀県高島郡高島町鴨遺跡の井戸一」 F古代研究』19号

1980年

註3 八尾市教育委員会 「昭和53・ 54年度 埋蔵文化財発掘調査年報」八尾市文化財調査報告 7 1981.3

註4 (財 )八尾市文化財調査研究会  「昭和58年度事業概要報告」 (財)八尾市文化財調査研究会報告 5

1984年

註 5 八尾市教育委員会  「八尾市内遺跡昭和59年度発掘調査報告書」八尾市文化財調査報告11 昭和59年度

回庫補助事業 1985.3
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Ⅱ 1/11N部 遺跡第 8次調査

第 1調査面全景 (南 から)

第 2調査面全景 (南 から)
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SE-201 検出状況

-22-



10

SE-201(3・ 4・ 6。 9,10～ 12)、
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Ⅱ 跡部遺跡第 8次調査

22

遺構に伴 わない出土遺物 第 6層 (15,22)

図
版
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図
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四

斎串 I 斎串互

SE-201埋土出土遺物
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Ⅲ 跡部遺跡第 9次調査 (A T92-9)



例

1.本書は、人尾市春日町 1丁 目地内で実施した公共下水道工事に伴う発掘調査の報告書であ

る。

1.本書で報告する跡部遺跡第 9次調査 (A T92-9)の発掘調査の業務は、人尾市教育委員

会の指示書 (入教社第63号平成 4年 7月 14日 )に基づき、財団法人人尾市文化財調査研究

会が八尾市から委託を受けて実施したものである。

1.現地調査は平成 4年 10月 7日 から平成 4年 10月 13日 にかけて、原田昌則を担当者として実

施した。面積は約20m2を 測る。なお、調査においては垣内洋平・福島友香が参加 した。

1.本書に関わる業務は、遺物実測―北原清子、図面 トレースー北原が行った。

1.本書の執筆・編集は原田が行った。

本 文 目 次

1.は じめに………………………………………………………………………………………… 25

2.調査概要………………………………………………………………………………………… 25

1)調査方法と経過……………………………………………………………………………… 25

2)基本層序………………………………………………………………………………Ⅲ……… 25

3)検出遺構 と出土遺物………………………………………………………………………… 27

3.ま とめ…………………………………………………………………………………………… 27
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Ⅲ 跡部遺跡第 9次調査

Ⅲ 跡部遺跡第 9次調査 (A T92-9)

1  1よ じめに

跡部遺跡は、人尾市の西部に位置する跡部本町 1た 4丁 目、跡部北の町 1。 2丁 目、跡部南

の町 1,2丁目、春日町 1～ 4丁 目、太子堂 1。 2丁 目、東太子 1丁 目の東西1.4 km南北0.5～

l kmに 展開する弥生時代前期から鎌倉時代に至る複合遺跡である。

地理的には長瀬川左岸の三角洲状の微高地に位置し、現地表の海抜は9.5m前後を測る。当

遺跡の周辺には、東に植松遺跡、南に太子堂遺跡、西に亀井遺跡、北に久宝寺遺跡が位置して

いる。

当調査地の周辺では、昭和56年 に春日町 1丁目57で人尾市教育委員会が実施 した調査で、弥

生時代前期～中期の土坑 1基・溝 3条のほか古墳時代前期の方形周溝墓が検出されている。ま

た、平成元年に春日町 1丁目45-1で当調査研究会が実施した調査 (A T89-5)では、弥生

時代後期末以前に埋められた銅鐸 1個 。銅鐸埋納坑 1基・溝 1条・落ち込み 1ケ所を検出した

ほか、古墳時代初頭 (庄内式古相)の土坑 1基、古墳時代前期 (布留期古相)の竪穴住居 2棟

・土坑 1基・溝 1条 。小穴27個、平安時代後期の土坑 1基が検出されている。さらに、平成 4

年に春日町 1丁 目47で 当調査研究会が実施した調査 (A T92-7)では、弥生時代中期から古

墳時代前期に至る遺物包含層の存在が確認されている。今回の調査地点は、昭和56年 に入尾市

教育委員会が実施 した調査地の北約100m地点に位置する。 (調査地点はPl第 1図参照)

2 調査概要

1)調査の方法と経過

今回の発掘調査は公共下水道工事の発進立坑設置に伴うもので、銅矢板で囲続された東西幅

3m、 南北幅 7mを調査対象とした。調査では、地表下1.3mま で機械掘削 した結果、古墳時

代中期 と奈良時代の遺物を少量含む第 3層 を検出したため、0.2m前後については人力掘削と

平面精査を実施 し、第 3層 の遺物包合の状況と第 4層上面での遺構有無の確認に務めたが、第

4層上面では遺構は検出されなかった (第 1調査面)。 さらに、1.4m前後を機械掘削した結果、

地表下2.8m前 後 (標高6.4m前後)に弥生時代後期から古墳時代初頭の遺物を極少量包含する

第 9層 を確認した。上面と同様、第 9層 と第10層 上面を対象として、人力掘削と平面精査を実

施したが、第10層 上面では遺構は検出されなかった (第 2調査面)。

2)基本層序

第 0層 鋼矢板打設時の攪乱。層厚1.Om前後。覆鋼板上面の標高はT.P+9。 2m前後。
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第 1層 10B G7/1 明青灰色極細粒砂。層厚0.2m前後。床土。

第 2層 7.5Y R7/3 にぶい橙色極細粒砂。層厚0.lm。

第 3層  10Y R6/2 灰責褐色粘質土。層厚0.1も m前後。古墳時代中期 と奈良時代の遺物を

少量含む。

第 4層  10Y R7/1 灰白色粘質土。層厚0.5m前後。上面が第 1調査面。

第 5層  10Y R7/3 1こ ぶい黄橙色極細粒砂。層厚0,lm。

第 6層  10G Y8/1 明緑灰色粘土。層厚0.2～ 0.3m。

第 7層  N6/ 灰色粘土。層厚0.1～ 0.2m。

第 8層  7.5Y3/1 オリーブ黒色シル ト混じり粘土。層厚0.3～ 0.4m。

第 9層 N4/ 灰色粘土。層厚0.1～ 0。 2m。 弥生時代後期から古墳時代初頭の遺物を極少量

含む。

第10層  10B G6/1 青灰色粘土。層厚0.25～ 0。 4m。 上面が第 2調査面。

第11層  5BG7/1 明青灰色シル ト混じり粘土。層厚0.65m以上。

TP+9.00m

8.00m

7.00

0

1

4

8

第 1調査画

第 2調査面

6.00

第 1図 調査位置図
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Ⅲ 跡部遺跡第 9次調査

3)検出遺構と出土遺物

今回の調査では 2面にわたる調査を実施 したが、顕著な遺構は検出されなかった。しかし、

第 3層 と第 9層で遺物包含層を確認 した。第 3層 からは古墳時代中期と余良時代の遺物が少量

出土している。古墳時代中期の遺物には、須恵器甕 2点 (1・ 2)、 蓋形土器 1点 (3)、 杯身

1点 (4)がある。余良時代の遺物には土師器杯・九瓦等があるが、いずれも小破片で摩耗を受

けたものである。第 9層からは、弥生時代後期から古墳時代初頭に比定される土器片が数点出

上 しているが、いずれも小破片で全容を知り得たものは無い。

2

第3図 第3層出土遺物実測図

3 まとめ

今回の調査では、顕者な遺構は検出されなかったが、第 3層 と第 9層で遺物包含層の存在を

確認 した。第 3層 からは出土 した古墳時代中期の須恵器類は、いずれも余 り摩耗を受けていな

い資料であることから、近隣に当該期の集落が存在 している可能性が高い。奈良時代の出土遺

物の中には、九瓦片 1点が含まれている。九瓦については、調査地の東約250m地点に白鳳時

代の創建とされる渋川廃寺跡が存在 しており、これらと有機的な関係が推定される。一方、第

9層からは極少量ではあるが弥生時代後期～古墳時代初頭の遺物が出土している。当該期の集

落は、当調査地の南西約350mで実施した第 1次調査 (A T82-摯
1)、

第 4次調査 (A T88-撃
2)

および南東約160mで 実施 した第 5次調査 (A T89-5)で確認されているが、当調査地付近
誰 3

は遺物の出土状況か らみて、 この時期集落の中心か ら離れた位置 にあつたようである。

註記

註 1 (財 )八尾市文化財調査研究会 F昭和57年度における埋蔵文化財発掘調査―その結果への概要―』

1983.3

註 2 (財 )八尾市文化財調査研究会『八尾市文化財調査研究会年報 昭和63年度』 (財)八尾市文化財研究

会報告25 1989,12

註 3 (財 )八尾市文化財調査研究会『跡部遺跡発掘調査報告書」一大阪府八尾市春日町1丁 目出土銅鐸―

(財)八尾市文化財調査研究会報告31 1991.3
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包含層出土遺物
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Ⅳ 小阪合遺跡第22次調査 (K S92-22)



例

1,本書は、人尾市若草町23-1.23-4の一部.23-6.23-7.23-8で 実施した共同住

宅建設に伴う発掘調査の報告書である。

1. 本書で報告する小阪合遺跡第22次調査 (K S92-22)の発掘調査業務は、人尾市教育委員

会の指示書 (八教社文第60号 平成 4年 7月 2日 )に基づき、財団法人人尾市文化財調査

研究会が柴本マツエ氏から委託を受けて実施したものである。

現地調査は平成 4年 8月 5日 ～8月 28日 にかけて、高萩千秋を調査担当として実施した。

調査面積は200m2でぁる。調査については千賀幸二 。大西謙太郎・松岡章雄・後藤信男が

参加 した。

本書に関わる業務は、遺物実測―西岡千恵子、図面レイアウト・ トレースー市森千恵子、

遺物観察表―西岡、遺物写真 。本文の執筆―高萩が担当した。

1.

1.

本 文 目 次

1.は じめに………………………………………………………………………………………… 29

2.調査概要………………………………………………………………………………………… 31

1)調査の方法と経過…………………………………………………………………………… 31

2)基本層序……………………………………………………………………………………… 32

3)検出遺構と出土遺物………………………………………………………………………… 34

4)遺構に伴わない出土遺物…………………………………………………………………… 37

5)出土遺物観察表……………………………………………………………………………… 49

3,ま とめ…………………………………………………………………………………………… 52

口



Ⅳ 小阪合遺跡第22次調査

Ⅳ 小阪合遺跡第22次調査 (K S92-22)

1. |よ じめに

小阪合遺跡は人尾市の中心部にあたる遺跡で、行政区画では若草町 。小阪合町 1・ 2丁 目 。

南小阪合町 2・ 4丁 目・青山町 1～ 5丁目・山本町南 7・ 8丁 目の一帯に存在する弥生時代～

近世に至る複合遺跡である。地形的には旧大和川の主流である長瀬川と玉串川に挟まれた沖積

地上に位置する。当遺跡中央には小河川である楠根川が蛇行 しながら北西流している。現在の

標高は 8～ 9mを測る。

周辺には当遺跡と同様、弥生時代から遺跡が密集している。西には成法寺遺跡、南西には矢

作遺跡、南には中田遺跡、北には萱振遺跡などが接 している。

近接の調査では当調査研究会が第 7次調査 (K S86-7)。 第 9次調査 (K S87-9)。 第12

次調査 (K S87-12)。 第22次調査 (K S91-21)、 その他人尾市教育委員会 。大阪府教育委

員会の調査機関で行われている。これらの調査成果については第 1表に掲載した。

第1図 調査地位置図及び周辺図

-29-
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第 1表 小阪合遺跡発掘調査一覧表

略 号 調査所在地 調 査 期 間 調査原因 調査面積 検 出 遺 構 出 土 遺 物 遺物量 担 当 報告書

青山町 3丁 目30 昭和49年 7月 26日

～9月 3日

中田遺跡範囲確

認

中世―条里溝 古墳～中世の遺物 入尾市

日本町南 8丁 目 同 上 同 上 古墳―中世の遺物 入尾市

青山町 1丁 目 昭莉54年 12月 地下線埋設 古墳～中世の遺物 人尾市

八尾市青山町4丁

目他

昭和57年 11月 27日

～昭和58年 3月 15日

南小阪合区画整

理事業

弥生後期―土抗、古墳前期―井戸

土杭 溝 落ち込み、古墳中期―土

杭 滞、奈良―掘立 井戸、平安―

落ち込み 河川、鎌倉―井戸 溝

河川

弥生土器 (第 V様式 )

庄内式土器 布留

式上器 土師器 須

恵器 埴輪 墨書土

器 瓦器 瓦

高萩 当調査研究

会報告10

青山町Ⅲ3丁 目の

一部

昭和58年 6月 21日

～7月 14日

南小阪合区画整

理事業

近世―溝 5 土杭 小穴 河川 土師器片、瀬戸物片 高萩 当調査研究

会報告11

南小阪合町1丁 目

内

昭和58年 9月 1日 ―

50年 3月 25日

小阪合ボンブ場

建設

古墳前期―溝 自然1可川、平安一鎌

倉時代―溝 自然河川

大阪府

青山町45丁 目一

部

昭和58年 10月 27日

～昭和5'年 2月 20日

南小阪合区画整

理事業

弥生後期末―土抗、古墳前期―土抗

溝、古墳中期―溝、奈真―井戸 1

小穴、中世―溝、近世―溝

弥生土器 (V)庄 内

式上器 布留式土器、

古墳中期―須恵器、

奈良―土師蔽 鎌倉―

瓦器

高 萩 当調査研究

会報告11

青 山町 南小阪合

開の一部

昭和59年 6月 15日

一■月15日

南小阪合区画整

理事業

弥生後期―落ち込み、古墳前期―井

戸 土杭 溝 河川、古墳中期―埴

輪円筒構 上杭 溝 小穴 落ち込

み、平安―河川、鎌倉―井戸 溝

弥生土器 (V)庄 内

式上器 布留式上器、

古墳中期―須恵器

円筒埴輪構 (朝 顔形

円筒 )

嵩萩 当調査研究

会報告15

南小阪合町1丁 目

内

昭和59年 ■月1日

～60年 12月 28日

柏原 八尾幹線

下水省梁染造工

鎌倉時代―水田 大阪府

南小阪合町1丁 目

の―部

昭和60年 1月 25日

～3月 20日

南小阪合区画整

理事業

弥生後期末～古墳前期―滞 6、 平安

末～鎌倉前期―井戸 2 溝 I 小穴

1、 錬倉―溝 3

弥生土器 (V)、 庄内

式上器、平安末―瓦

器 (和泉型 )

西村 当調査研究

会報告 8

青山町35丁 目

山本町南8丁 目―

部

昭和60年 7月 15日

～12月 28B
南小阪合区画整

理事業

古墳前期―井戸 土杭 滞、鎌倉―

溝、室町―河川

弥生土器 (Ⅱ  V)、

庄内式土器 布留式

上器、錬倉―土

高 萩 当調査研究

会報告18

青山町4丁 目内 昭和60年 11月 5日

一■月12日

(株)関 西電力鉄

塔工事

古墳中期―土杭 小穴 溝 ハ毘市

南小阪合町●4丁

目内

昭和60年 1月 6日

～ 3月 25日

相原 八尾幹線

下水管梁築造工

古墳時代―溝、鎌倉時代―溝 大阪府

小阪合町1丁 日向 昭和61年 2月 7

8日

小阪合ポンブ場

放流梁築造工事

中世―自然河川 人尾市

小阪合町12丁 目

の一部

昭和61年 4月 5日

～ 8月 8日

ボンプ場放流 室町―河川〕 弥生土器 (V)、 庄内

式上器、古墳後期―

須恵器、奈賞―土師

器 軒丸瓦 (唐 草鋸

歯文)、 室町―土師

器

高 萩 当調査研究

会報告14

青 山町12「 日の

一部

昭和61年 8月 25日

-12月 10日

南小阪合区画整

理事業

古墳前期―溝、古墳中期―土抗 小

穴、古墳後期―土杭、奈良―溝、平

安末～鎌倉―井戸 上抗 小穴 溝、

室町―井戸 小穴 溝 池状遺構

庄内式土器 布留式

土器、古墳後期から

奈良―土師器 須恵

器、平安末から鎌倉―

土師器 瓦器 青磁、

室町―土師器

高萩 当調査研究

会報告14

小阪合町12丁 日 昭和62年 4月 7日

-7月 31日

ポンプ場放流 室町―自然河川 5/F生 土器 (V)、 産内

式土器、■師器、瓦

器

高 燕 当調査研究

会報告16

南小阪合町1丁 目

青 山町35丁 目の

一部

昭和62年 8月 1日

～12月 10日

南小阪合区画整

理事業

弥生後期―土杭 溝、古墳前期―土

器集積 土抗 ,げ川、古墳中期―溝、

平安―溝、鎌倉―溝

弥■■器 (V)、 庄内

式上器、布留式上器、

黒色土器、瓦器

高 示 当調査研究

会報告16

南小阪合町 1丁 目 昭和62年 3月 21日

～ 9月 5日

ボンブ場放流 室町―河川、近世―溝 上師器 高萩 当調査研究

会報告 16

青山町1丁 日内 昭和62年 10月 1日

～12月 26日

府道平野中高安

線拡張工事

弥生後期―土杭 溝、古墳前期―土

抗、鎌倉時代―溝

大阪府

商小阪合町1丁 目 昭和62年 9月 1日

～12月 26日

平野中高安線府

首拡張工事

古墳中期―上杭、平安～鎌倉時代一

土杭 溝

大阪府

小阪 合町1丁 日一

者章町

昭和62年 9月 18日

～10月 21日

S_話 線地下ケー

ブル布設 (NTT)

鎌倉一室町時代一軒丸瓦 羽釜 八尾市

小阪合町2丁 目48- 昭和62年 10月 12日

～昭和68年 1月 18日

ポンブ場放流 室町―河川 土師器 高萩 当調査研究

会報告16

青山町 5丁 目 昭和62年 11月 2日

～12月 25日

南小阪合区画整

理事業

Hth生後期―1毒 5 小穴13、 古墳前期―

土枕 2 小穴19 L器 集積、古墳中

期―土抗 6 小穴48、 1可川 1

弥生土器 (V)、 庄内

式上器 布留式上器

古墳中期の土師器

須憲器、鎌倉―瓦

器

高 萩 当調査研究

会報告 16
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Ⅳ 小阪合遺跡第22次調査

2.調査概要

1)調査方法と経過

今回の発掘調査は、事業者と人尾市教育委員会 。 (財)八尾市文化財調査研究会との両者で

協定書を締結 して実施 した。調査地は小阪合遺跡推定範囲内の北部にあたり、南部約40mの所

では共同住宅に伴う発掘調査 (KS91-21)、 東部では楠根川の流域下水道工事に伴う発掘調査

(KS86-7)が行われている。今回の調査は共同住宅建設工事の基礎部分で、南北 トレンチ 2

箇所 (東調査区 [88ポ]・ 西調査区 [112ポ ])を 設定し、西調査区から実施 した。まず、現地

表から1.lmま での土層を機械でつF除 し、それより以下、約0,3～ 0,4mの 上層については人力

掘削を実施した。調査期間は平成 4年 8月 5日 ～8月 28日 である。調査面積は約200m2を 測る。

調査にあたっては、西調査区の北部に任意の点を設け、それを基点にして トレンチ全体を賄

略 号 調査所在地 調査期間 調査原因 調査面積 検 出 選 構 出 土 遺 物 遺物重 担 当 報告書

南小阪合町 4丁 目 昭和63年 1月 11日

～ 二月13日

特殊入孔 な し な し 高 萩 当調査研究

会報告16

青山町 1丁 目54 昭和63年 5月 ■日 事務所 中世の遺構 遥物を確認 近江 入尾市報告

小阪合町 2丁 目52- 昭和63年 5月 17日

～10月 31日

ボンブ場放流 室町―河川 土師器 高 萩 当調査研究

会報告25

小阪合町 1丁 目内 昭和63年 6月 6日 鉄塔建替 還搭 がし 土師器 八尾市 八尾市報告

青山町1～ 3 5丁
目 山本Jff商 8丁

昭和63年 7月 5日

～ 8月 ワ6日

南小阪合区画整

理事業

古墳前期―河川 2、 古墳中期―河川

1、 江戸―土抗 1

土師器 須恵器 高萩 当調査研究

会報告25

青山町 3丁 目47 昭和63年 10月 3日

～10月 4ロ

共同住宅 土師器 当調査研究

会報告25

商小阪合町ユ丁目 昭和63年 ■月14日 公共下水道 古墳時代―埴輪片他 土師器 埴輪 八尾市 告報市尾八

２０

山本町南 8丁 目 昭和63年 12月 2日 公共下水道 弥生後期末-2含 層 弥生土器 (V) 八尾市 八尾市報告

吾出町 3丁 目21 平成元年 二月17日 共同住宅 古墳～中世の遺物を確認 土師器 八尾市 八尾市報告

青山町 3丁 目21 平成元年 4月 4日

～ 4月 28日

共同住宅 菰生中期―井戸 1 落込み7 小穴

74 溝H、 弥生後期―畦跡、古墳前

期―溝 1 河川 1、 平安～鎌倉―溝

弥生上器(I コ

V)石 器 主師器

須恵器 瓦器

成海 当調査研究

会報告 8

青山町 5丁 目939
4仮 換地 ブロック

平成 2年 10月 16日

～11月 1日

共同住宅 古墳前期―竪穴式住居 2 土器憎 1、

奈良―河川、平安―河川 1、 近世―

溝17

庄内式上器 布留式

上器 土師器 須恵

器

坪 田 当調査研究

会報告26

青山町 2丁 目 1 平成 3年 4月 19日

～ 5月 16日

共同住宅 古墳前期～中期―河川 1、 平安―井

戸 1 土杭 1 溝 ユ

古墳前期～中期―主

器 木製品 (横 櫛

用途不明木製など)

坪田 平成 2年度

事業報告

若草町25■ 、254、 平成 4年 1月 8日

～ 2月 iO日

古墳中期～後期―河川 1、 室町―土

杭 5 溝14 落込み 2 瓦集積 1、

近世―井戸 2

須恵器 土師器 瓦

器 陶磁器 瓦 五

輪塔

成 海 当調査研究

会報告29

南小阪合町 1丁 目

6番の一部、14番

平成 4年 5月 7

19～ 21日

共同住宅 中世―溝 5 小穴 2、 河川 1 埴輪 土師器 八尾市 八尾市報告

青山町 5丁 目24]
の一部

平成 4年 6月 8日 倉庫建築 古墳前期―小穴 2 庄内式土器 用途不

明土製品

八尾市 八尾市報告

若革町23■ 、234
他

平成 4年 6月 26日 共同住宅 古墳以降―溝 1 小穴ユ 土師器 須恵器 瓦

器

八尾市 告報市尾八

２７

青山町 5丁 目31
他、山本町南8丁

目203

平成4年 6月 29日

7月 6～ 10日

共同住宅 古墳後期―構 2 小穴 4、 中世―溝

3 小穴 1 土杭状の掘り込み 1

土師器 須恵器 瓦

器

八尾市 八尾市報告

若草町231、 234
の一部、236、 23-

平成 4年 8月 5日

～ 8月 28日

共同住宅 弥生後期末―溝 1、 古墳前期―溝ユ、

平安時代末―井戸 1 小穴14、 室町―

土杭 3 小穴4 溝 4

弥生土器(V)庄 内

式上器 布留式上器

土師器 須恵器

瓦器 瓦 石製品

木製品

高 萩 本報告

青山町 5丁 目70ユ 平成 4年 8月 21日 共同住宅 中世―溝 1 土師器 瓦器 八尾市 八尾市報告
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第 2図 調査区位置図

おり、堅くなっている。

える範囲に10m四方角の区画を作成

した。区名は南北線が西から東ヘア

ルファベットの a～ b、 東西線が北

から南へ数字の 1～ 3を付称 し、交

差する北西側を優先して la～ 2b

区と呼称して調査を進めた (第 2図)。

今回の発掘調査は、当調査研究会

が当遺跡で実施 した第22次調査にあ

たる。

2)基本層序

調査区の基本層序は、第 3図に示

す第 1層～第13層 までの13層 が調査

区内で普遍的にみられる基本層であ

る。第14層 ～第23層 は遺構及び自然

河川の堆積土である。なお、第10層

以下の土層は下層確認 トレンチで確

認したものである。

第 1層 盛土 (層厚0。 6～ 1.Ocm)。

下部は土質改良を行って

第 2層 旧耕土 (層厚 5～ 20cm)。 近年まで耕作 していた土層で、東調査区中央から東側は

一段 (25～ 30cm)低 くなっている。高い部分は畑としているようで南北方向の畝が

みられる。

第 3層 灰褐色～灰青色微砂 (層厚5～ 15cm)。 床土である。

第 4層 灰褐色シル ト (層厚5～ 10cm)。 南東側でなく、北西側に拡がる層である。近世以降

の整地層と思われる。

第 5層 暗灰褐色砂礫混砂質土 (層厚20～ 30cm)。 南西恨1の高い部分に堆積する。

第 6層 淡灰黄色粘質シル ト (層厚20～ 40cm)。 室町時代の遺物を含む土層である。第 1調

査区の南部では近世により削平されている。

第 7層 淡灰茶色シル ト (層厚10cm)。 この上面から平安時代末～室町時代の遺構を検出し

た。標高は7.5m前後を測る。弥生時代後期末～古墳時代初頭の遺物及び炭化物を

0           10m
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Ⅳ 小阪合遺跡第22次調査

３

０４

艦

7.Om

7.Om

1盛土

2旧耕土

3反褐色～灰青色微砂
4灰褐色粘質ンル ト

5暗反掲色砂礫混砂質土

6淡灰黄色粘質シル ト

7淡灰茶色シル ト

8淡茶原色細砂
9淡灰色粗砂
10反色粗砂
11青灰色粘土

12青灰色細砂混粘土

13灰色粗砂

14淡黄灰色粘質ンルト(炭 を含む)

15淡灰掲色粘質ンル ト

16灰色粗砂混細砂

17茶灰色細砂混微砂

18淡灰色粘質ンル ト

19暗灰色粘土

20淡灰掲色微砂

21淡索灰色細砂

22淡反色微砂
23暗反色シル ト混粘土

第 3図 断面図(S=1/501
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ごく少量含む。この上面を第 1調査面とした。

第 8層 淡褐灰色粘質シル ト (層厚70帥 )。 上面で弥生時代後期末の溝 (SD-201)を 検出

した。標高は7.lm前後を測る。この上面を第 2調査面とした。

第 9層 淡黄灰色シル ト (層厚20～ 50clll)。

第10層 灰色粘土 (層厚40cm)。 炭化物を少量含む。

第11層 青灰色粘土 (層厚10cm)。

第12層 青灰色細砂混粘土 (層厚10cm)。

第13層 灰色粗砂 (層厚50cm以上)。 弥生時代後期末以前に埋没 した自然1可川の堆積層とみ

られる。

3)検出遺構と出土遺物

調査の結果、弥生時代後期末～室町時代に至る遺構・遺物を検出した。東調査区では室町時

代の溝 2条 (SD-102・ SD-104)で 、SD-102は西調査区からの継続する溝である。西

調査区では 2面の調査を行った。第 2調査面では弥生時代後期末の溝 1条 (SD-201)・ 古

墳時代前期以降の溝 1条 (SD-202)、 第 1調査面では平安時代末の井戸 1基 (SE-101)、

小穴13個 (SP-101～ SP-113)。 溝 1条 (SD-101)、 室町時代の小穴 4個 (SP-114

～SP-118)・ 土坑 (SK-101～ SK-103)・ 溝 (SD-102)を 検出した。調査区で出土

した遺物は弥生時代後期末～室町時代に至るもので、コンテナ箱にして約 7箱分であった。そ

のうち大半の遺物は室町時代の遺構内から出土した。

以下、各調査区ごとに記 し、検出遺構は時代の古い順に報告 している。

<西調査区>
① 弥生時代後期から古墳時代前期 (第 2調査面)

溝 (SD)

SD-201

調査区の北部で検出した。方向は南北方向を示す。

南部は調査区外に至 り、北部は途中で途切れている。

検出長 m、 規模は検出部で幅1.04m、 深 さ36cmを 測

る。断面形は半円形を呈する。堆積土は茶仄色粘質

土・淡灰茶色粘質土・淡灰色粘質シル トである。遺

物は弥生時代後期末に比定されるV様式奏 (1)の

破片 1点が出土 している (第 4図 )。

Sレ別      “

第 4図  SD-201出 土遺物実測図

-34-



SP‐ 102

◎δ
田∝

SP-106

SP-107

9◎
○落

∞
SP‐ 110

○ 。
SP‐ 117

Ⅳ 小阪合遺跡第22次調査

SK‐ 101

SK‐ 102

下層確認 トレンチ

西調査区

第 2調査面

SP‐ 115

SP‐ 118

SP-113

西調査区

第 1調査面
面

区

査

査

調

詞

１

東

第

-35・ 36- 第 5図 遺構平面図



Ⅳ 小阪合遺跡第22次調査

SD-202

調査区の南部で検出した。方向は南南東―北北西の方向で、南部は調査区外に至 り、北部は

SD-103に切 られている。規模は検出部で、幅0,9cm、 深さ50cmを測る。断面形は半円形を呈

する。堆積土は淡灰褐色シル トである。遺物は出土

しなかった。

2

遺構に伴わない遺物

第 2調査面の上層である第 7層 内からごく少量出

土 した。弥生時代後期末から古墳時代前期に比定さ

れる土器片である。図示できたものはV様式系の奏

(2)・ 庄内式甕 (3)の 2点である (第 6図 )。

② 平安時代末から室町時代 (第 1調査面)

井戸 (SE)

SE-101

調査区中央 (2a区)で検出した曲物

を備えた井戸である。平面の形状は、掘

形がほぼ円形で、井戸側が円形を呈する。

西側の一部は室町時代の遺構で削平をう

けていた。曲物は掘形の検出面より約60

cm下で検出しており、上部は曲物の腐敗

した痕跡がみられないことから埋め戻す

際に抜 き取つたものと考えられる。これ

より下から曲物二段を検出した。上段は

腐敗 し、一部を残す程度で規模 。形態は

不明である。下段はほぼ完全な形で遺存

していた (第 7図 )。 曲物の大 きさは直

径41.8cm、 高さ30.Ocm、 厚み 4 Hullを 測り、

そのタト側の上部と下部に直径42.6cm、 上

部の高さ7.lcm、 下部の高さ6.4cm、 厚み

4 mmを 測るものがあった。堆積土は、井

戸枠内が上層から暗灰褐色細砂混粘質シ

①

／

10cm

第 6図 第 7層出土遺物実測図

1 暗灰掲色細砂混粘質ンル ト

2暗反掲色シル ト混粘土

3暗反青色シル ト混粘土 (植物遺体を含む)

4暗灰色ンル トと黄褐色粘質上のブロック土

5淡反黄色シル トと茶掲色粘質上のブロック土

6青灰色粘質土

第 7図  SE-101平 断面図

7.3m
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ル ト・暗灰褐色シル ト混粘土・暗灰青色シル ト混粘土 (植物遺体を含む)、 掘形内が暗灰色シ

ルトと黄褐色粘質上のブロック土・淡灰黄色シル トと茶褐色粘質土のブロック土・青灰色粘質

土である。遺物は、掘形内から平安時代末に比定される土師器・瓦器片、井戸側 (曲物)内か

ら平安時代末に比定される土師質小皿・瓦器椀などの破片がごく少量出上している。図示でき

たものは曲物内から出土 した土師器の小皿 (4・ 5)・ 瓦器の椀 (6)。 磁器の白磁椀 (7)

である。また、井戸底の曲物内から桶 (3)1点が出土 した。桶は小型の曲物に底板付けたも

ので、大きさは径約20.6cm、 高さ7.3cmを 測る。底部には底板を固定したと思われる木釘の孔

が 8ヶ 所みられる。この桶は井戸の水取 り用に使われたものではないかと思われる。 9の 曲物

は下段のものである (第 8図 )。

学 7

第 8図  SE-101出 土遺物実測図及び曲物実測図

-38-
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Ⅳ 小阪合遺跡第22次調査

土坑 (SK)

SK-101

調査区西部 (la区)で検出した。北部は試掘調査により削平され、西部は調査区外に至る

ため、平面の形状は不明である。規模は検出部で、東西幅0.5m以上、南北幅1.85m以上、深

さ18cmを測る。堆積土は茶褐色細砂混シル トの一層である。遺物は、内部から鎌倉時代に比定

される土器の小片がごく少量出土 している。

SK-102

SK-101の南部 (2a区)で検出した。西部は調査区外に至 り、平面の形状は不明である。

規模は検出部で、東西幅0.6m以上、南北幅1.8m以上、深さ50cm以上を測る。堆積土は暗茶灰

色シル トと灰色粘質土のブロック土・暗青灰色細砂と灰青色シル トのブロック土で、人目的に

埋め戻 したものと思われる。遺物は、内部から古墳時代～室町時代に比定される土器片がごく

少量出土 している。

SK-103

SK-102南部 (2a区)の SD-103の 底面で検出した。西部は調査区外に至 り、平面の形

状は不明である。規模は検出部で、東西幅2.4m以上、南北幅3.6m以上、深さ1.5mを 測る。

断面は、逆台形を呈する。堆積土は暗褐灰色粘質土と灰茶色シル トのブロック上である。この

遺構も人工的に埋め戻 したものと思われる。断面はほぼ方形を呈する。この遺構は灌漑用の貯

水池として掘られたものと思われるが、詳細なことは不明であり、断言できない。遺物は、内

部から古墳時代～室町時代に比定される土師器・須恵器 。中国磁器 。瓦・基礎石 (反花台)な

どの破片がごく少量出土している。これらの遺物は埋め戻す際に混入したものであろう。図示

できたものは 3点で、中国磁器の椀 (10)・ 硯 (11)。 反花台 (12)である (第 9図 )。 12は

灯籠・五輪塔・仏像などの台座 (基礎台)が考えられる。

溝 (SD)

SD-101

調査区の西部 (la。 2a区)で検出した。方向は南北方向に伸び、南部はSD-103と 合

流する。北部は調査区外に至る。規模は検出部で、幅30～ 50m、 深さ20cmを 測る。断面は逆台

形を呈する。堆積土は灰褐色粘質シル トの一層である。遺物は、内部から室町時代に比定され

る土師器・須恵器・陶器・瓦などの破片が少量出土 している。

SD-102

調査区北東部 (la.2a区 )で検出した。方向は南北方向に伸び南部で屈曲し、東側の調

査区外に至る。東調査区に伸びている。南西部はSD-103と 合流 し、SK-103が溝底部で検

出している。規模は幅2.5～ 3.Om、 深さ0.8mを 測 り、屈曲部では20cm程深 くなっている。断
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=:

1 暗反褐色礫砂混シル ト

2灰色ンル ト混粘質土

3茶褐色と灰色粘質上のブロック土

4青灰色砂礫混粘質土

第 9図  SK-103出 土遺物実測図

第10図  SD-102断 面図
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Ⅳ 小阪合遺跡第22次調査

彰

第11図 SD-102出 土遺物実測図

面は半円形を呈する。堆積土は暗灰褐色礫砂混シル ト・灰色シル ト混粘質土 。茶褐色と灰色粘

質土のブロック土・青灰色砂礫混粘質土である (第10図 )。 遺物は、内部から古墳～室町時代

に比定される土師器・須恵器・陶器・瓦器・瓦などの破片が少量出土 している。図示できたも

のは 9点で、土師器の小皿 (13・ 14)。 三足台付壺 (15)。 鉢 (16)・ 甕 (17・ 18)。 羽釜

(19)。 磁器の高台付小皿 (20)。 軒平瓦 (21)で ある (第11図 )。

SD-103

調査区南西部 (2a区)で検出した。北部ではSK-102を 切 り、 SD-101と SD-102が

鴇ドエ避Wヽ巡ば
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合流 しているヽ。方向は南北方向に伸び、南部は調査区外に至る。規模は検出部で、幅3.Om以

上、深さ50cmを 測る。断面は逆台形を呈する。堆積土は暗褐灰色砂質土である。遺物は、内部

から古墳時代～室町時代に比定される土器片が少量出土 している。図示できたものは 7点で、

V様式系甕 (22)・ 鉢 (23～ 25)。 刈ヽ型丸底重 (26)・ 羽釜 (27・ 28)で ある (第 12層 )。

/1ヽ穴 (SP)

SP-101～ S Pl18

調査区 (2a。 3a区 )で 18個 を検出した (第 2表)。 すべて調査区の南部からである。平

面の形状は、円形のものと楕円形のものがある。規模は検出部で、小さいものが径20～ 42cm、

大きいものが径48～ 84cmに 分けられる。深さは 6～ 52cmを測る。小さい方の小穴には柱痕がみ

られることから、建物に関連する柱穴であろうと考えられる。小穴の時期については出土遺物

及び埋土からみて、小さい方の小穴 (SP-101～ SP-113)が平安時代末、大きい方の小穴

(SP-114～ SP-118)は 室町時代に比定されもので、概ね 2時期に分けれる。

第 2表 小穴 (SP)法量一覧表

遺構番号
形 】犬 法  量  (cm)

堆 積 土 備 考
平 面 形 断 面 形 長 軸 短  軸 深  さ

SP-101 円 形 半円形 17 暗灰褐色砂礫混まじリシルト・黄灰

色粘質シルト

土器片を少量含む

SP-102 円 形 逆台形 暗灰褐色砂礫混シルト・灰黄色粘質
シルト

土器片を少量含む

SP-103 円 形 逆三角形 暗灰褐色砂礫混シルト・仄黄色粘質
シルト

土器片を少量含む

SP-104 半円形 黄灰色粘質シルト

SP-105 円 形 半円形 6 責灰色粘質シルト

SP―-106 楕円形 半円形 6 灰褐色細砂混ンルト

SP-107 円 形 半円形 暗灰褐色砂礫混シルト・灰責色粘質
シルト

土器片を少量含む

SP― 円 形 半円形 7 黄灰色粘質シルト

円  形 半円形 黄灰色粘質シルト 土器片を少量含む

SP一 円  形 半円形 6 暗仄褐色シルト・黄灰色粘質シル ト 土器片を少量含む

SP一 半円形 灰掲色シルト

SP― 112 楕円形 半円形 暗灰黄色粘質シルト(炭含む)・ 黄掲

色シルト

土器片を少量含む

SP-113
SP-114

円 形 半円形

半円形

暗灰褐色粘質シルト

暗灰褐色砂礫混シルト

土器片を少量含む

SP-115 半円形 暗灰褐色砂礫混ンルト・灰黄色粘質
ンルト(礫 を少量含む)

土器片を少量含む

SP-116 楕円形 半円形 暗灰褐色砂礫混シルト 土器片を少量含む

SP-117 円  形 半円形 灰褐色砂礫混シルト 土器片を少量含む

SP-118 半円形 暗灰褐色砂礫混シル ト・灰黒色粘質
シルト(炭・植物遺体を少量含む)
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姦 洋 27

行 =卜 ~卜
28

第12図  SD-103出 土遺物実測図

<東調査区>
溝 (SD)

SD-102

調査区の中央付近 (2b区)で検出した。方向は東西方向でSD-104を切っている。西側

は西調査区で検出したSD-1021こ続 くものと考えられる。東調査区での規模は幅2.7m、 深さ

80cmを 測る。断面形は半円形を呈する。堆積土は暗灰褐色砂礫混シル ト・灰色シル ト混粘質土

・茶褐色 と灰色粘質土のブロック土 。暗灰色粘質土・暗灰青色粘質土・茶灰色砂礫混粗砂であ

る。遺物は室町時代の土器の小片がごく少量出土 している。

SD-104

調査区の東側 (lb。 2b区)で検出した。方向は南北方向に伸びる。中央付近ではSK―

102に切られている。規模は検出部で幅2.2m以上、深さ4.4cm以上を測 り、東肩は調査区外に

至る。堆積土は褐灰色細砂 。暗灰色粘質土 。淡灰褐色細砂・灰褐色砂礫混シル トである。遺物

は溝底付近の上層内から室町時代の土師器・須恵器 。陶器・瓦器質土器・瓦・木製品などが出
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第14図  SD-104出 土遺物実測図 2
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第15回 SD-104出 土遼物実測図 3
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0

第16図  SD-104出 土遺物実測図 4

遺物が少量出土 した。図示できた

(57)・ 庄内式奏 (58)、 奈良時代

(61)。 かまど (62)、 鎌倉時代に
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第17図 遺構に伴わない出土遺物実測図
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Ⅳ 小阪合遺跡第22次調査

5)出土遺物観察表

遺物番号
図版番号

器  種

遺構番号

径

高
日
器漫

⑪
調 整 ・ 技 法 等 の 特 徴 色 調 土 焼  成 遺存状況 備  考

1 箋

(弥生土器 )

SD-201

口径  140 内外面 ヨコナデ。 灰橙色～灰色 4m以下の砂粒 (長

石・赤褐色酸化粒 )

を多量に含む

良

2 同上

第 5層

口径 136 口縁部外面 ヨコナデ、内面ハケナデ、
体部外面 タタキ (4本 /鉤 )、 内面ヘラ
ケズ リ。

淡茶灰色 l mI・ 以下の砂粒 (長

石・ 角閃石 雲母 )

を少量含む

良好 口縁 1/2

3 羹

(上師器 )

第 5層

日径  200 口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケ
ナデ、内面ヘラケズリ。

外

内
淡灰茶色

淡灰色

2 dR以 下の砂粒 (長

石・雲母・赤褐色酸
化粒)を 多量に含む

良好 日縁1た

4 小皿

(土師器 )

SE-101

径

高

回

器
内外面口縁部ヨコナデ、体部ナデ。 乳灰橙色 10m以 下の砂粒 (赤

褐色酸化粒)を含む

良 完 形

5 同上

SE-101

径

高

口

器

90
12

内外面日縁 ヨコナデ、体部ナデ。 乳黄茶色 l mm以 下の砂粒 (長

石)を 含む
良好 1/2

6 椀

(瓦器 )

SE-101 径

径

高

部

口

器

底

内タト面ヘラミガキ、高台外面ヨヨナデ、
底部外面不定方向ナデ。

黒灰色 精 良 貿好

7 椀

(自 磁)

SE-101

底部径  69 回転 ナデ。 自灰色 密 良好 底部1れ

椀

(伊万里焼)

SK-103

底部径  43 内外面 ヨヨナデ。 外 灰橙色

内 灰橙色～

橙灰色

2514以 下の砂粒 (長

石)を 多量に含む
良好 底部のみ

硯

(石製品)

SK-103

横    71
厚み   10

灰緑色 密

12 反花台

(石製品)

SK-103

一辺  242
高 さ  82

蓮の花びらを型 どっている。 乳白色 1/2

13 小皿

(土師器 )

SD-102

径
高

口
器

外面 ヨコナデ・ ナデ、内面 ヨヨナデ、

底部ナデ。

灰青色 2 nm以 下 の砂粒 (雲

母)を 含む

良 完 形

14 同上

SD-102

口径

器高

外面ヨコナデ・ナデ、指頭圧痕、内面
ヨヨナデ。

淡灰茶色 2511m以 下の砂粒 (長

石 赤褐色酸化絃 )

を含む

良 完 形

15 三足台付壷

(上師器)

SD-102

底部径 184 外面ヘラナデ・カキロ、内面指ナデ。 外 淡灰茶色
～明茶色

内 淡灰黄色
～淡茶灰色

8 mmの 礫 1個 、 4 mI

以下の砂粒 (長 石・

赤褐色酸化粒 )を 多

量に含む

良好 底部1/3

すり鉢

(須恵質)

SD-102 径

径

高

部

日

器

底

278
126
85

外面回転ナデ、指ナデ後ヘラケズリ、
裾部ハケナデ (4本/em)、 接合痕、内
面回転ナデ後楠状工具によるハケロ

色

色

灰

灰

淡

外

内
3 ma以 下の砂粒 (長

石)を 含む
良好 1/4

甕

(瓦質)

SD-102

口径 外面ナデ、内面ナデ 指頭圧痕。 外

内
淡灰色

暗灰色

密 良好 日縁 1/6

霙

(須恵質)

SD-102

底部径 356 日縁部内外面回転ナデ、体部外面タタ
キ (2本 /cm)、 内面ハケナデ(7本/
cm)。

暗灰色 密 良好 底部 1/4

羽釜

(土師器 )

SD-102

日径  280 日縁部外面 ヨヨナデ、内面ハ ケナデ

(8本 /伽 )、 体部外面ナデ、内面ヘラ

ナデ。

暗茶褐色 3 mm以 下の砂粒 (長

石・角閃石 雲母

赤褐色酸化粒)を 少

量含む

良好 日縁1/5

高台付小皿

(陶 磁器 )

SD-102

回径  104
器高   38
底部径  32

内外面回転ナデ。 外 淡緑灰色
～灰黒色

内 淡緑灰色

精 良 良好 1/2 縁釉

軒平瓦

(瓦質)

SD-102

唐草文 淡灰色 411m以 下の砂粒 (長

石・雲母 石英)を

少量含む

良好 1/6

斐

(弥生土器 )

SD-103

日径 140 内外面 ヨヨナデ。 灰脅色一灰色 4 nm以 下の砂粒 (長

石 赤褐色酸化粒 )

を多量に含む

良
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遺物番号

図版番号

器  種

遺構番号

径

高
口

器燿
⑪

調 整 ・ 技 法 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼  成 遺存状況 備  考

鉢

(土師器 )

SD-103

口径  136 日縁部外面ヨコナデ、内面ハケナデ、

体部外面タタキ(4本/cm)、 内面ヘラ

ケズリ

淡茶灰色 1硼 以下の砂粒 (長

石 角閃石・雲母)

を少量含む

良好 口縁 ツ 2

同上

SD-103

回径   200 日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ハケ

ナデ、内面ヘラケズリ

外

内
淡灰茶色

淡灰色

2硼以下の砂粒 (長

石 雲母・赤褐色酸

化粒)を 多量に含む

良好 日縁 1/4

同上

SD-103

口径  334 日縁都外面ヨヨナデ、内面ヘラケズリ

体部外面ナデ、内面ハケナデ (8本ノ

cm)。

淡灰色～褐色 l nua以 下の砂粒 (赤

褐色酸化粒)を 含む

良好 口縁 1/4

小型九底重

(土師器 )

SD-103

回径   220 日縁部内外面 ヨコナデ。 淡茶灰色 3 mm以 下の砂粒 (長

石 石英・ 雲母)を

少量含む

良好

27 羽釜

(瓦器 )

SD-103

日径  224 日縁部外面ヨコナデ、内面ヨコナデ、

体部外面ヘラケズリ、内面ハケナデ。

自灰色～淡灰

色

31m以 下の砂粒 (長

石・ 石英・ 雲母)を

少量含む

良好 口縁 1/4

羽釜

(上 師器 )

SD-103

口径   43 内外面 ヨコナデ。 外 灰橙色

内 灰橙色～

橙灰色

l mm以 下の砂粒 (長

石)を含む
良好 口縁ユ/4

杯蓋

(須恵器 )

SD-104 径み

径

高

ま

口
器

つ

外面回転ナデ、天丼部外面回転ヘラケ

ズリ、つまみナデ、内面回転ナデ。

外

内
灰 自色

淡灰褐色

l mn以 下の砂粒 (長

石 チ ヤー ト)を 微

量含む

良好

杯

(土師器)

SD―ユ04

口径  138 口縁部内外面 ヨヨナデ、体部外面指頭

圧痕、内面ナデ。

外

肉
淡茶灰色

明茶褐色

lm.以 下の砂粒 (長

石・雲母・赤褐色酸

化粒)を 少量に含む

良好 口縁 1/4

同上

SD-104

口径 144 回縁部内面ヨコナデ、外面ナデ、体部

内外面ナデ。

淡茶灰色 l ltm以 下の砂粒 (長

石・ 石英・ 雲母)を

微量含む

良好 回縁ユ/5

養

(土師器)

SD-104

日径  172 日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ナデ

・指頭圧痕、内面ナデ。

外

内
乳栓茶色

淡茶灰色

2 RI以 下の砂粒 (長

石・石英)を 少量含
む

良好 口縁 1/4

小皿

(土 師器 )

SD-104

径

高
口
器

内外面ナデ。 淡灰茶色 ln.以 下の砂粒 (長

石・雲母・角閃石)

を多量に含む

良好 完 形

同上

SD-104

日径   82 内外面ナデ。 乳灰茶色 2 mm以 下の砂粒 (長

石・ 石英)を 少量含

む

良好

同上

SD-104

口径  104 外面 ヨコナデ・ ナデ、内面 ヨコナデ。 淡灰茶色 l lm以 下の砂粒 (長

石・ 赤褐色酸化粒 )

を微量含む

良好

鉢

(土師器 )

SD-104

口径  110
39
44

外面ナデ後ヘラナデ、内面上位ヘラナ

デ・下位ヘラミガキ。

橙灰色～淡灰

色

2 mR以 下の砂粒 (長

石)を 少量含む
良好 ヘラ記号

鉢

(瓦質)

SD-104

回径  104
器高   89
底部径 140

内外面ナデ、内面一部 に指頭圧痕・接

合痕。

暗青灰色 31d以 下の砂粒 (長

石・石英・チャート)

を多量に合む

良好

す り鉢

(須恵器)

SD-104

日径   274 内外面回転ナデ。 淡青灰色 3 mm以 下の砂粒 (長

石 石英・チャー ト)

を少量に含む

良好

同上

SD-104

回径  272 口縁部外面ヨコナデ、体部外面ヘラケ

ズリ、内面ヨコナデ ナデ後櫛状工具

によるカキロ。

淡灰茶色～暗

灰褐色

2m4以 下の砂粒 (長

石・雲母)を 少量含
む

良好

同上

SD-104

日径 口縁部外面ヨコナデ、体部外面ヘラケ
ズリ、内面ヨコナデ・ナデ後櫛条工具

によるカキロ。

黒灰色 5皿以下の砂粒 (長

石 雲母)を 多量に

含む

良好

41 同上

SD-104

日径  284 口縁部外面ヨコナデ、体部外面ヘラケ
ズリ、内面ヨコナデ・ナデ後櫛条工具

によるカキロ。

灰 白色 2 mm以 下の砂粒 (長

石 雲母・チャー ト)

を少量含む

良好

甕

(土師器 )

SD-104

回径 日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヨコ

ナデ、内面ヘラケズリ。

淡灰茶色～灰

茶色

l mm以 下の砂粒 (長

石・石英)を 含む

良好

羽釜

(瓦質)

SD-104

日径 回縁部内外面ヨコナデ、体部内外面ナ

デ 。

白灰色 2 mm以 下の砂粒 (長

石 角閃石 雲母)

を少量含む

良好 日縁部ν2
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遺物番号
図版番号

器  種

遺構番号
唯
縞

遁
⑪

調 整 ・ 技 法 等 の 特 徴 色    調 土 焼  成 遺存状況 備  考

44 羽釜

(瓦質 )

SD-104

口径 口縁部内外面 ヨコナデ、体部外面ヘラ

ケズリ、内面ハケナデ。

外 暗灰色～

淡橙灰色

内 暗灰色～

淡灰色

211以 下の砂粒 (長

石・雲母・赤褐色酸

化粒 )を 多量に含む

良好 日縁部1/4

同上

SD-104

口径 116 口縁部内外面 ヨヨナデ、体部外面ヘラ

ケズ リ、内面ハケナデ。

外 灰 白色～

暗灰色

内 灰 白色

31n以 下 の砂粒 (長

石・石英・ 角閃石 )

を含む

良好 日縁部1/4

同上

SD-104

口径  226 回縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ヘラ

ケズリ、内面ヘラナデ、ハケナデ。

淡灰黒色～淡

灰茶色

301以 下の砂粒 (長

石・雲母)を 少量含
む

良好 日縁部1/5

同上

SD-104

口径   258 回縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヘラ

ケズリ、内面ハケナデ。

淡茶灰色～淡

茶橙色

5 mm以 下の砂粒 (長

石 石英・角閃石 )

を多量に含む

良好 日縁部1れ 煤付着

同上

SD-104

日径  278 日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヘラ
ケズリ、内面ナデ。

淡黒灰色 344以 下の砂粒 (長

石・ 石英 雲母)を

少量合む

良好 底部破損

同上

(瓦質 )

SD-104

日径  210 口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ヘラ
ケズリ、内面ハケナデ。

黒灰色 1。.以下の砂粒 (長

石・雲母)を 少量合
む

良好 日縁部1/6

同上

SD-104

口径  108 日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヘラ

ケズリ、内面ハケナデ。

黒灰色 311m以 下の砂泣 (長

石・雲母・ 石英)を

少量含む

良好 日縁部1/5

同上

SD-104

口径  240 口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヘラ

ケズリ、内面ヘラナデ、ハケナデ。

灰白色～淡灰

褐色

30n以 下の砂粒 (長

石・石英)を 微量合
む

良好 日縁部1/4

同上

SD-104

口径  232 回縁部内外面 ヨコナデ、体部外画ヘラ

ケズ リ、内面ハケナデ。

暗灰掲色～乳

茶灰色

3 mI以 下の砂粒 (長

石 石英)を 微量含
む

良好 日縁部1/5

同上

SD-104

回径  284 日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ヘラ

ケズリ、内面ナデ。
外 淡灰色～

暗灰掲色

内 乳灰色～

淡灰色

3 mm以 下の砂粒 (長

石・石英)を 少量含
む

良好 口縁部1/5

丸瓦

(瓦質)

SD-104

内外面ナデ。 乳灰茶色 2 mm以 下の砂粒 (長

石 石英)を 少量合
む

良好

かまど

(土師器)

SD-104

内外面ナデ。 明茶褐色 5 mm以 下の砂粒 (長

石・雲母・角閃石 )

を多量に含む

良好 イヽ片

甕

(弥生土器 )

包含層 径

径

高

部

口
器

底

体部外面 タタキ (3本 /c8)・ 内面ヘラ

ナデ、日縁部 ヨコナデ。

外

内
乳灰橙色

乳灰茶色

2 mm以 下の砂粒 (長

石  赤褐色酸化粒 )

を少量含む

良好 1/2 すす付着

罰
層

甕
師
含

土
包

回径 165 体部外面上位 タタキ (3本 /cm)・ 下位
ハケナデ (10本/cm)・ 内面ヘラナデ、

日縁部 ヨコナデ。

外

内
茶灰色

灰茶色

6 mm以 下の砂粒 (長

石・赤褐色酸化粒 )

を少量含む

良好 黒斑あ り

器

層

壷

恵

含

須

包

底部径  92 内外面回転ナデ。 灰 色 24n以 下の砂粒 (長

石)を 少量含む

良好 底部1れ ヘラ記号

自然釉

訪鞘鱒

底部径 134 脚部外面ヘラによるナデ、内面ヘラナ
デ・ハケナデ。

褐灰色 4511r以下の砂粒 (長

石・赤褐色酸化粒・

チャー ト)を 含む

良好 脚部のみ

盤

(土師器 )

包含層

日径  276 外面ナデ、内面ヘラミガキ。 橙灰色 3 mm以 下の砂粒 (長

石 石英・雲母・赤

褐色酸化粒 )を 含む

良好 1/5

す り鉢

(土師器)

包含層

口径 8 外面ヘラケズ リ、内面ナデ。 外 淡灰色～

淡茶黄色

内 暗灰色～

淡橙茶色

3剛 以下の砂粒 (長

石 石英)を 多量に

含む

良好 日縁部1/5

ど

器

　

層

ま

師

　

含

か

土

　

包

回径   300 内外面 タタキ後ナデ。 外

色

内

色

淡灰茶褐

暗灰茶褐

6鰤以下の砂粒 (長

石・雲母・角閃石 )

を多量に含む

良好 小 片
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3.ま とめ

今回の発掘調査は第21次調査地に隣接することから、それに関連する遺構が予想 された。市

教育委員会の試掘調査の結果でも確認されていた。調査の結果、弥生時代後期末～古墳時代前

期の遺構面 と平安時代末～室町時代の遺構面が検出された。以下、検出 した各時代について記

す。

弥生時代後期末～古墳時代前期

近接の調査では南側の当調査研究会が実施 した第21次調査 (KS91-21)で布留式期の上器

が出土 している。また大阪府教育委員会が府道拡張工事に伴 う発掘調査で遺構が確認されてい

る。溝 を検出したのみであるが、出土遺物には完形に近い状態で弥生時代後期末に比定される

V様式甕 1点が出土 してお り、近接 にはこの時期の居住域が存在することが想定される。

平安時代末

この時期の遺構は第21次調査では確認 されていないが、南側約200mの ところで実施 した区

画整理事業に伴 う小阪合遺跡第 8次調査 (KS86-8)で集落遺構が確認 されてお り、楠根川の

左岸沿いに集落が北部へ続いていたものと考えられる。

室町時代

この時期の遺構は南側の第21次調査 (KS91-21)で 瓦集積や五輪塔などが検出されている。

今回の調査においても水路 と思われる溝内から瓦質羽釜・陶磁器・基礎石 。瓦などが出土 して

いる。特に基礎石には蓮花 をかたどってお り、灯籠・五輪塔・仏像などの台座が考えられる。

よって、これが使われていたと思われるところは寺院ない しは有力士表の屋敷が想定できる。

参考文献
(財)八尾市文化財調査研究会「小阪合遺跡」―区画整理事業に伴う発掘調査― (財)八尾市文化財
調査研発会報告10 1984
(財)八尾市文化財調査研究会「小阪合遺跡」―区画整理事業に伴う発掘調査― (財)八尾市文化財
調査研究会報告11 1984
(財)八尾市文化財調査研究会「小阪合遺跡発掘調査」一流域下水道等整備に伴う発掘調査― (財 )

八尾市文化財調査研究会報告 8 1985
(財)八尾市文化財調査研究会「昭和61年度事業概要J(財 )八尾市文化財調査研究会報告14 1986
(財)八尾市文化財調査研究会「八尾市文化財調査研究会年報 昭和62年度」 (財)八尾市文化財調
型I石F究会報告16  1987

(財)八尾市文化財調査研究会「八尾市文化財調査研究会年報 昭和63年度」 (財)八尾市文化財調
望I石干究会報告25  1988

(財)八尾市文化財調査研究会「小阪合遺跡」―区画整理事業に伴う発掘調査― (財)八尾市文化財
調査研究会報告12 1988
(財)人尾市文化財調査研究会「小阪合遺跡」―区画整理事業に伴う発掘調査― (財)八尾市文化財
調査研究会報告18 1990

大阪府教育委員会「小阪合遺跡発掘調査概要Ⅱ」大阪府教育委員会 1989
(財)八尾市文化財調査研究会「小阪合遺跡」―第 8・ 13・ 16次調査発掘調査報告― (財)八尾市文
化員オ言同ヱ墜五汗夕毛会専長宅子26  1990

(財)八尾市文化財調査研究会「平成 2年度  (財)八尾市文化財調査研究会事業報告」 (財)人尾
市文化財調査研究会 1990
(財)八尾市文化財調査研究会「平成 3年度  (財)八尾市文化財調査研究会事業報告」 (財)八尾
市文化財調査研究会 1991
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Ⅳ 小阪合遺跡第22次調査

西調査区 第 2調査面全景 (南 から)

東調査区下層確認 (北から)
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図
版
二

西調査区 第 1調査面 (南から)

西調査区 SE-101(南 から)
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Ⅳ 小阪合遺跡第22次調査

図
版
三

西調査区 SE-101(南 から)

西調査区 SK-103(東 から)
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図
版
四

東調査区 第 1調査面 (南 から)

東調査区 SD-104(西 から)
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Ⅳ 小阪合遺跡第″次調査
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Ⅳ 小阪合遺跡第22次調査
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Ⅳ 小阪合遺跡第22次調査

図
版
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出
土
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V 小阪合遺跡第23次調査 (K S92-23)



例

1.本書は、人尾市青山町 2・ 3丁 目地内で実施 した公共下水道工事に伴う発掘調査の報告書

である。

1.本書で報告する小阪合遺跡第23次調査 (K S92-23)の発掘調査の業務は、人尾市教育委

員会の指示書 (八教社文第73号 平成 4年 7月 27日 )に基づき、財団法人八尾市文化財調

査研究会が人尾市から委託をうけて実施したものである。

1.現地調査は、平成 4年 9月 14日 から11月 26日 にかけて、坪田真―を担当者として実施した。

調査面積は106.56m2を 測る。なお調査においては坂下 学・濱田千年が参加 した。

1.内業整理には上記の他、岩本順子・田島和恵・都築聡子・山内千恵子が参加 した。

1.本書の執筆・写真撮影及び編集は坪田が行つた。
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V 小阪合遺跡第23次調査

V 小阪合遺跡第23次調査 (K S92-23)

1. はじめに

小阪合遺跡は人尾市のほぼ中央部に位置し、現在の行政区画では小阪合町 1・ 2丁 目、南小

阪合町 1・ 2。 4丁 目、青山町 1～ 5丁目、若草町、山本町南 7～ 8丁目がその範囲にあたる。

地理的には旧大和川の主流である長瀬川と玉串川に挟まれた沖積地上に位置し、同地形上で

東郷遺跡・成法寺遺跡・矢作遺跡 。中田遺跡と接 している。

当遺跡内では昭和57年以降、土地区画整理事業等に伴う発掘調査が、大阪府教育委員会・八

尾市教育委員会 。当調査研究会により実施されている。これらの調査成果から、当遺跡は弥生

時代中期から近世に至る遺跡であることが確認されている。

今回の調査地の 1区～ 2区間の道路部分は、当調査研究会が土地区画整理事業に伴い昭和61

年に実施 した第 8次調査の第 5調査区であり、この調査では弥生時代後期から近世の遺構・遺

物が検出されている。

脚
Om

第 1図 調査地位置図 (S=1/5000)
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2.調査概要

1)調査の方法と経過

今回の調査は公共下水道工事に伴う調査で、立坑部分を対象としている。調査区は 5か所に

分かれており、東から1区～ 5区 として 1区から調査を進めた。

調査は地表下0,7m～ 1.9mま でを機械掘削し、以下を人力掘削により実施 した。また調査終

了後機械掘削による下層確認調査を実施 した。

2)検出遺構と出土遺物

(1区〉

・基本層序

第 3・ 4層上面が遺構面である。第3層以下は河川堆積と考えられ、粘土層や砂層が複雑に

切り合った状況である。第3層 は近世頃の楠根川の堆積上の可能性がある。

・検出遺構と出土遺物

調査区の南部中央で南北方向の水田畦畔1条 (畦畔1101)を 検出した。

畦畔1101の方位は北から西に約 8度振っている。断面台形を呈し、上幅20～ 30clll・ 下幅50～

80cmを 測る。水田埋上の第2層からは軒九瓦の瓦当部の破片が 1点出土しており、時期は中世

～近世頃と考えられる。

(2区〉

・基本層序

第3層上面が遺構面である。第4層以下は河川堆積と考えられるが、1区 とは異なりほぼ水

平な堆積状況を呈している。

第 2図 調査区位置図 (S=1/600)
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。検出遺構 と出土遺物

土坑 4基 (S K2101～ 2104)。 溝 1条 (S D 2101)を検出した。

土坑はいずれも平面不定形なもので、法量 (長辺×短辺×深さ)・ 埋土は、S K 2101-54cm

×30cm× 約 7 cm。 灰褐色細砂混 じり粘土 (炭 を多量に含む)、 S K2102-80cm以 上×65cm以上

×約 5 cm。 にぶい灰褐色細砂混 じり粘土、 S K2103-90cm以 上×35cm× 約 5帥・にぶい灰褐色

細砂混 じり粘土、 S K 2104-130cm以上×74cm以上×約 8 cm・ にぶい灰褐色細砂混 じり粘土で

ある。

S D2101は 北西―南東方向に直線的に伸びる溝で、法量は幅約45cm・ 深さ約 7 cmを測る。埋

土は黄灰褐色粘土混じり微砂で、流水 していたと考えられる状況である。

これらの遺構からは遺物は出土 していないが、遺構面を覆う包含層 (第 2層)か らは弥生時

代後期末に比定される土器 (1～ 3)が出土 している。

(3区〉

・基本層序

3区は 2区の北西約10mに位置 してお り、ほぼ同様の層序を呈 しているが、第 3層以下の河

川堆積の各層は西部がやや高くなっている。第 2層上面が遺構面である。

・検出遺構と出土遺物

土坑 1基 (S K3101)・ 溝 1条 (S D3101)を 検出した。

S K3101は検出部の平面形は長方形を呈 し、法量は95cm以上×62cm・ 深さ約30cmを 測る。埋

土は青灰色細砂混じり粘土で、近世陶磁器を含んでいる。

S D3101は 幅80釦以上・深さ約12cmを 測 り、埋土は 2区のS D2101と 同様の責灰色粘土混 じ

り微砂で、連続する溝である可能性がある。

(4区〉

・基本層序

第 2層上面が第 1次面、第 3層上面が第 2次面である。第 3層 は上面が固く締まってお り、

整地層の可能性がある。第 4層以下は河川堆積 と考えられ、各層は北西部が高い傾斜堆積 を呈

している。

・検出遺構 と出土遺物

第 1次面で土坑 1基 (S K4101)、 第 2次面で土坑 2基 (S K 4201・ 4202)。 溝 3条 (SD

4201～ 4203)・ ピット3個 (S P 4201～ 4203)を検出した。

S K4101は 平面不定形で、法量は2.lm以上×1.2m以上 。深さ約 6 cmを 測 り、埋土は褐灰色

細砂混 じり粘質土である。瓦器椀 (4・ 5)の他土師質土器 。須恵器 。緑釉陶器片が出土 して

いる。
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V 小隈合遺跡第23次調査

1区

キ

当

網目は観乱

0                         5m

第 4図 遺構平面図(S=1/100)
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S K 4201・ S K 4202は 、検出部の平面形は方形を呈し、法量 (長辺×短辺×深さ)・ 埋土は

S K 4201-90cm以上×65clll以上×約20cm・ 暗褐灰色細砂混じり粘上、S K 4202-90cm× 85cm×

約 6 cm。 暗褐灰色細砂混じり粘質土である。 S K 4201か ら土師質土器・須恵器片が出土 してい

る。

溝は東西方向に平行 して伸びるもので、法量 (幅 ×深さ)・ 埋土はS D 4201-約 20clll× 約 4

cm。 淡灰褐色細砂混じり粘質土、S D 4202-約 35cm X約 5 cm・ 淡灰褐色細砂混じり粘質上、S

D4203-82cm以 上×約 7 cm・ にぶい灰黄色細砂混 じり粘質上である。 S D 4201・ 4202か らは中

世頃、 S D 4203か らは古墳時代前期から奈良時代の土器片が出土している。

ピットはいずれも平面円形を呈 し、法量 (径 ×深さ)。 埋土はS P 4201-25cm× 26cm× 15cm

。褐灰色細砂混じり粘土、S P 4202-20cm× 22cm× 20cm・ 褐灰色細砂混 じり粘土、S P 4203-

46cm× 34cm× 14cm。 暗褐色細砂混じり粘土である。平安時代頃の土器が出土 している。

これらの遺構の時期は、出土遺物から平安時代後期頃に比定される。また河川埋上の上層に

あたる第 5層 から古墳時代前期～後期の土器 (7～ 10)、 第 7層 から弥生時代後期末の土器が

出土している。

(5区〉

・基本層序

第 2層上面が遺構面である。第 3層以下は砂層を基調とする河川堆積と考えられる。第 4・

5層の砂層の上面は南東から北西に向かって低 くなっている。

・検出遺構と出土遺物

土坑 2基 (S K5101・ 5102)。 ピット3個 (S P5101～5103)を検出した。

土坑は平面不定形で、法量 (長辺×短辺×深さ)・ 埋土はS K 5101-60cm以上×55cm以上×

約 9 cm・ 上から淡灰色細砂混じり粘土・淡灰責色微砂混 じり粘質シル ト・灰黄褐色粘上、SK

5102-75cm以 上×34cm以上×約26cm・ 淡灰黄色細砂混じり粘質土である。瓦器 。土師質土器・

須恵器・陶器片が出土している。

ピットは東西方向に一列に並び、間隔は約1.4mを 測る。 S P 5101に は杭の先端部らしい木

片が遺存 していた。法量 (径 ×深さ)。 埋土はS P 5101-20cm以上×17cm以上×21cm・ 暗灰色

細砂混じり粘質土、 S P5102-48cm以 上×35cm以上X32cm・ 上から暗灰色細砂混 じり粘質土

(炭 を含む)。 暗灰責色細砂混じり粘質土・黄灰色微砂混じり粘土、S P5103-13cm× 10cm×

3 cm。 褐灰色細砂混じり粘土である。 S P 5102か ら黒色土器・土師質土器片が出土している。

これらの遺構の時期は、出土遺物から平安時代後期頃に比定される。また河川埋土の上層に

あたる第 4・ 5層からは弥生時代後期末～古墳時代前期の土器 (11)が出土 している。
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V 小阪合遺跡第23次調査

k翔
｀

中 4

ヽ

導

3)出土遺物観察表

0                                       20cm

第 5図 出土遺物 (S=1/4)

遺物番号

図版番号
器 種 出土地点

法量 (cld)

(復元値)

醒
綿

色  調 胎   土 焼 成 技法・形態等の特徴
存

考

残

備

1 弥生

鉢

2区

第2層

(120) 暗乳茶を
内一明葬
色

やや粗 良好

口縁部ヨコナデ。体部外面ハケ、内面
ナデ。

1/7

反転

2 弥生

養

2区

第2層 底径   365

暗茶色
内一暗ヨ
茶色

やや粗 良好 底部外面 タタキ、内面ナデ。

底部完存

一部反転

3 弥生

養

2区

第2層 底 径 41
暗茶 色 やや粗 良好 底部外面タタキ、内面板ナデ。煤付着。

底部完存

一部反転

4 瓦器

椀

4区

S K4101
高台径  (69)
高台高  08

黒灰 色 密 良好

高台ヨコナデ。底部外面ナデ。底部内
面ヘラミガキ。

高台1/3

反転

5 瓦器

椀

4区

S K4101
高台径  (56)
高台高  07

黒灰 色 密 良好

高台ヨコナデ。底部外面ナデ。底部内
面ヘラミガキ。

高台1/2

反転

6 須恵器

養

4区

第2層

(130)
暗灰 色 密 良好 回転 ナデ。

1/4

反転

7 須恵器

杯蓋

4区

第5層

(156)
暗灰 色 やや粗 良好 回転 ナデ。

極小

反転

8 須恵器

杯身

4区

第5層

(116)
45

受部径 1485
灰 色 密 良好

底体部外面灰自然釉。底部内面 2回の

同心円タタキ。
口縁4/5欠
損
一部反転

9 土師器

養

4区

第5層

136
淡乳茶t

やや粗 (l mm
以下の砂粒を

多量に含む)

良好

口縁部ヨヨナデのち口縁部外面櫛描文。
体部外面ハケ、内面ヘラケズリ。肩部
外面刺突文。

口縁4/5欠
損
一部反転

土師器

壼

4区

第5層

(108)
淡乳茶七 やや粗 良好

口縁部外面ヘラミガキ、内面ナデ?―
磨滅のため不明。

口縁1/2

反転

土師器

甕

5区

第4・ 5層

(144)
淡乳茶佳 密 良好

口縁部ヨヨナデ。体部ナデ。外面煤付
着。

1/5

反転
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3.ま とめ

今回の調査では弥生時代後期から近世の遺構 。遺物を検出した。 2・ 3区では標高7.2m前

後で弥生時代後期末の遺構・包含層が検出されたが、既往の調査ではこの集落は東に約50mま

で拡がることが確認されている。西部の 4・ 5区周辺では標高7.9m前後に平安時代後期の集

落が拡がっていると考えられ、またほぼ同レベルに古墳時代後期以降の集落が存在する可能性

もある。東部の 1区では標高7.lm前後に中世～近世の生産域が確認されたが、土層の堆積状

況からそれ以前は東に位置する楠根川の旧流路であったようである。
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V 小阪合遺跡第23次調査

2区 全景 (南から)

4区 全景 (北 から)

5区 全景 (北から)

3区 全景 (東 から)

4区 遺物出土状況 (西から)

5区 東壁 (西から)
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Ⅵ 小阪合遺跡第24次調査 (K S92-24)



例

1. 本書は、人尾市青山町 5丁 目79-1で実施した共同住宅建設に伴う発掘調査の報告書であ

る。

本書で報告する小阪合遺跡第24次調査 (K S92-24)の発掘調査業務は、人尾市教育委員

会の指示書 (入教社文第95号 平成 4年 9月 1日付)に基づき、財団法人人尾市文化財調

査研究会が浅田正雄氏から委託を受けて実施 したものである。

現地調査は平成 4年H月 16日 ～12月 5日 にかけて、高萩千秋を調査担当として実施 した。

調査面積は約230♂ である。なお、調査においては中谷嘉多 。人田雅美 。西岡千恵子・西

田寿・澤井幹が参加 した。

本書に関わる業務は、遺物実測―西岡千恵子、図面レイアウト・ トレースー市森千恵子、

遺物観察表―西岡、遺物写真 。本文の執筆―高萩が担当した。

1.
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Ⅵ 小阪合遺跡第24次調査

Ⅵ 小阪合遺跡第24次調査 (K S92-24)

1.は じめに

小阪合遺跡は、人尾市の中心部にあたる若草町 。小阪合町 1・ 2丁 目。南小阪合町 2・ 4丁

目 。青山町 1～ 5丁目・山本町南 7・ 8丁 目の一帯に存在する弥生時代～近世に至る複合遺跡

である。地形的には旧大和川の主流である長瀬川と玉串川に挟まれた沖積地上に位置する。当

遺跡中央には小河川である楠根川が蛇行 しながら北西流している。標高は現在 8～ 9mを測る

(第 1図 )。

周辺には当遺跡と同様の複合遺跡が密集している。西には成法寺遺跡、南西には矢作遺跡、

南には中田遺跡、北には萱振遺跡、北西には東郷遺跡などが接 している。

近接の調査では当調査研究会が第 1次調査 (K S82-1)。 第17次調査 (K S88-17)、 人

尾市教育委員会が昭和60年度に鉄塔建設に伴う調査を行っている (第 2図 )。 なお、それらの

既往調査については第 1表に掲載した。

峯 烹
姜 本

朝

奉高安町二

250m

會

入

第 1図 調査地位置図及び周辺図

庄
〔択
浮
帯
／
横

II:  喧 fl肇

-73-

I    I



|

′ 中国遺跡発掘調査(NT91-9) '( 1

第 2図 調査地及び周辺の既往調査位置図
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Ⅵ 小阪合遺跡第24次調査

2.調査概要

1)調査の方法と経過

今回の発掘調査は共同住宅建設に伴うもので、事業者と人尾市教育委員会 。 (財)人尾市文

化財調査研究会との三者で協定書を締結 して実施 した。調査地は小阪合遺跡の中心部付近にあ

たり、南部約10mの所では区画整理事業に伴う第 1次調査 (K S82-1)、 北部では共同住宅

に伴う第17次調査 (K S88-17)が行われている。

調査は建築の基礎工事で破壊される部分に東西方向の トレンチ 2箇所を設定 し、北部を第 1

調査区 (3× 37.5m[112.5m2])、 南部を第 2調査区 (3× 39[117m2])と した。調査順位 と

しては第 2調査区から実施した。まず、現地表から1.5～ 1.6mま での土層を機械で掘削し、そ

れより以下0,4～ 0.6mの 土層について人力掘削を実施し、遺構・遺物の検出に務めた。調査期

間は平成 4年 11月 16日 ～12月 5日 である。調査面積は約230m2を 測る。

調査にあたっては、調査地東部の土地境界杭を起点にして北東部の土地境界杭に方向を合わ

せた南北軸から東へ90度振 り、第 2調査区の西部20mの地点に任意の点を設けた。それを基点

にし、 トレンチ全体が把握できる範囲に10m四方角の区画を作成した。なお、調査進行をスムー

ズに行うため、便宜上 トレンチ方向に合わせた。それは起点から基点の東西軸の方向を基点よ

り北へ 2度修正して区画した。

地区名については基点より北へ 5mの東西線が北から南へ数字の 1～ 2を付称し、南北線が

西から東ヘアルファベットの a～ b、 交差する北西側を優先して la～ 2b区 と呼称 して調査

を進めた (第 3図 )。

今回の発掘調査は、当調査研究会が当遺跡で実施 した第24次調査 (KS92-24)に あたる。

2)基本層序

基本層序は第 4図に示すように、調査区内で普遍的にみられる16層 の土層を摘出して柱状図

とした。なお、第10層 ～第16層 は下層調査で確認 した土層である。

第 1層 盛土 (層厚1.Om)。 区画整理による盛 り土である。

第 2層  旧耕土 (層厚10～ 20cm)。 近年まで耕作 していた土層である。

第 3層 淡青灰色砂質土 (層厚 2～Юcm)。

第 4層 茶灰色粘質土 (層厚10～ 20cm)。 床土である。近世の土層である。

第 5層 灰茶色粘質土 (層厚15～ 20cm)。

第 6層 茶褐色細砂混粘土 (層厚20～ 40cm)。 中世の遺物を含む土層である。

第 7層 褐灰色シル ト (層厚20cm)。 この上面で奈良時代の河川が切 り込まれている。標高

は7.7m前後を測る。弥生時代後期末～古墳時代初頭の遺物及び炭化物を少量含む。
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また、褐色の斑点が無数にみられる。

第 8層 褐灰色粘質シル ト (層厚10～ 15cm)。

上面で弥生時代後期末～古墳時代初

頭のベース面である。標高は7.5m

前後を測る。

第 9層  淡茶灰色粘土 (層厚正5～ 20cm)。 粘

着性の強い粘土である。

第10層 淡青灰色粘土 (層厚40cm)。

第11層 暗青灰色粘土 (層厚10cm)。 植物遺

体をごく少量含む。

第12層 青灰色粘土 (層厚15～ 20cm)。

第13層 青灰色シル ト (層厚15cm)。

第14層 青灰色粘土 (層厚30cm)。

第15層 暗青灰色粘土 (層厚20cm)。

第16層 灰青色シル ト (層厚30cm以上)。

以上、調査区で確認 した基本層序である。第

8層上面から奈良時代に埋没 した河川跡が切 り

込まれている。第 1調査区では東部で、第 2調

査区では4分の 3が河川であった。下層調査で

検出した第10層 ～第16層 は水平堆積で、遺物を

含む層及びベース面となる層は認められなかっ

た。

Ⅵ 小阪合遺跡第24次調査

第 4図 基本層序柱状図(S=1/401

不
―
―
　
下
層
確
認

　

―
―
並

3)検出遺構 と出土遺物

調査の結果、弥生時代後期末～中世に至る遺構 。遺物を検出した (第 5図 )。 第 1調査区で

は 2面の調査を行った。第 1調査面は第 7層上面から切 り込む面で奈良時代の1可川 1条 (NR―

1)、 第 2調査面は第 8層上面から切 り込む面で弥生時代後期末から古墳時代初頭の遺物包合

層を検出した。第 2調査区では第 1調査区の第 1調査面で検出した奈良時代の1可川 1条 (NR―

1)を検出した。第 2調査面では遺物包含層のみの検出で、遺構はなかった。調査区で出土し

た遺物は弥生時代後期末～中近世に至るもので、総数はコンテナ箱にして約 2箱分である。以

下、各調査面について記す。
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Ⅵ 小阪合遺跡第24次調査

① 第1調査面

1可ナll(NR)

NR-1

第 1調査区は東側の ld区で、第 2調査区は 2a～ 4d区で検出した。方向は南西―北東方

向に伸びる。第 2調査区が上流で、第 1調査区が下流にあたる。この南側の下流部分が第 1次

調査 (KS82-1)の A― Ⅳ区で検出した河川跡と考えられる。全体の規模は調査区では確認で

きなかった。調査区で検出した規模は第 1調査区で幅10m、 深さ20cm、 第 2調査区では幅30m、

深さ80cmを 測る。第 2調査区ではこの調査区での規模は2ヶ 所に深 くなった河筋がある。深い

部分では断面半円形で、中洲になっている高い部分はほぼ平坦面である。堆積土は淡灰色ンル

ト混細砂・茶灰色～乳灰色粗砂である。遺物は、内部から古墳時代～奈良時代に比定される土

師器・須恵器などの破片が少量出土 した。図示できたものは 5点 で、奈良時代の上師器の杯

(1)。 須恵器の杯 (2・ 3)。 奏 (4・ 5)である (第 6図 )。

第 1調査区

/)~~~~~千
二「IIそ

(、 1

2

,正

三::「::::三

F::::~::三

¬
くi3

-7 0                  1 0cm

第 6図  NR-1出 土遺物実測図

② 第 2調査面

調査区の西部で検出した第9層が弥生時代後期末から古墳時代初頭のベース面と考えられた

が遺構は検出しなかった。第1調査区の西部隅で掘形を有しない土器 (V様式)が集積した状

第 2調査区

0

Z
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態で検出したのと、第 2調査区の西部隅の北壁で炭化物を多く含む層がみられた程度であつた。

第 8層 から出土 した土器は壼・鉢・甕などの破片である。出土量は第 1調査区 。第 2調査区を

合わせてコンテナに 1箱分程度である。図示できたものは第 1調査区の上器集積から完形の小

型のV様式甕 (6)1点、その他10点 は破片で養 (7～ 10)。 壷 (11～ 13)・ 鉢 (14～ 16)で

ある (第 7図 )。

第 2調査面

ノ   19

第 7図 遺物実測図
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Ⅵ 小阪合遺跡第24次調査

4)出土遺物観察表

遺物番号

図版番号

器  種

遺構番号
唯
納

選
ω

調 整 ・ 技 法 等 の 特 徴 色 調 胎 土 焼 成 選存状況 備  考

1 壷

(弥生土翻
NR-1

口径   92 内外面とも剖離のため調整不明。 灰黄褐色 密 良好 口縁1/3 第 1調査区

2 同上

NR-1

底部径  44 内外面とも剤離のため調整不明。 赤褐色 5剛 以下の砂粒 (長

石・チヤート 雲母)

を多量に含 t・

良好 底部のみ 第 1調査区

3 高杯

(上師∋
NR-1

脚部径 144 脚部外面ヘラミガキ、内面ハケナデ。 灰褐色 4D8以 下の砂粒 (長

石・雲母)を 多量に

含む

良好 脚部のみ 第 1調査区

取手付奏

(土師船
NR-1

内外面指ナデ。 掲灰色 l mH以 下の砂粒 (長

石・赤褐色酸化粒 )

を少量含む

良好 取手部の

み
第 1調査区

5 菱

(上師紛

NR-1

日径   140 内面ヨヨナデ、内面劉離のため調整不

明。

外

内
赤褐色

灰褐色

2 nd以 下の砂粒 (長

石・雲母)を 含む
良好 口縁1/3 第 1調査区

6 鉢

(上師器)

NR-1

外面ヨヨナデ、内面剖離のため調整不
明。

淡灰茶色 2 EBl以下の砂粒 (長

石・雲母)を 含む
良好 日縁1/6 第 1調査区

7 重

(須恵器 )

NR-1

底部径  64 回転ナデ。 灰 色 密 良好 底部ツ2 第 1調査区

8 甕

(上師器)

NR-1

口径   144 内外面とも剖離のため調整不明。 外 灰栓色

内 灰橙色～

橙灰色

251H以 下の砂粒 (長

石)を 多量に合む
良好 底部のみ 第 2調査区

9 養

(弥生土器)

NR-1

底部径  44 外面 タタキ、内面ヘラナデ。 灰緑色 3 nm以 下の砂粒 (長

石・雲母)を 多量に

含む

良好 1/5 第 2調査区

10 杯身

(須恵器)

NR-1

底部径 102 回転ナデ。 灰色 密 良好 底部1/4 第 2調査区

11 壼

(須恵紛

NR-1

底部径 110 回転ナデ。 淡灰色 密 良好 底部ユ/4 第 2調査区

12 同上

(土師紛

包含層

回径   160 内外面ヘラミガキ、端部に刻み目。 淡褐灰色 4D」 u以下の砂粒 (長

石・チヤー ト・雲母 )

を含む

良好 日縁部の

み
第 1調査区

13 同上

包含層

底部径  40 外面剖離のため調整不明、内面ヘラナ

デ 。

外

内
淡灰茶色

黒灰色

3 mm以 下の砂粒 (長

石)を 多量に含む
良好 底部1/3 第 1調査区

14 同上

包含層

口縁部外面 ヨコナデ、頚郡ハケナデ・

内面ヘラミガキ、体部外面ヘラミガキ

・内面ヘラナデ。

外

内
黒褐色

灰茶色

5m以 下の砂粒 (長

石・筆母・赤褐色酸

化粒)を多量に含む

良好 第 1調査区

詢
層

養

師

含

土

包

口径  116 日縁部内外面ヨコナデ、体部内面ヘラ

ナデ・指頭圧痕、外面タタキ後ハケナ
デ。

褐灰色 4 nm以 下の砂粒 (長

石・雲母・角閃石)

を多量に含む

良好 ほぼ完形 第 1調査区

琵

(上師器 )

包合層

底部径  42 外面タタキ、内面ヘラナデ。 外 褐灰色

内 黒褐色

5 mm以 下の砂粒 (長

石・雲母)を 多量に

含む

良好 底部のみ 第 1調査区

17 同上

包含層

底部径  32 外面タタキ、内面ヘラナデ。 暗茶褐色 3剛以下の砂粒 (長

石・角閃石・雲母・

赤掲色酸化粒)を 少
量含む

良好 口縁1/5 第 1調査区

(上師器)

包合層

口径  104 外面剖離のため調整不明、内面ヘラナ

デ 。

外 淡緑灰色
～灰黒色

内 淡緑灰色

3 mm以 下の砂粒 (長

石・角閃石 雲母・

赤褐色酸化粒)を 少
量含む

良好 1/2 第 2調査区

船
層

斐

師

含

土

包

日径  144 外面剖離のため調整不明、内面ヘラナ

デ 。

灰褐色 3 mm以 下の砂粒 (長

石・角閃石 雲母・

赤褐色酸化粒)を 少
量含む

良好 底部のみ 第 2調査区

同上

包含層

底部径  40 外面タタキ、内面剖離のため調整不明。 31m以 下の砂粒 (長

石・角閃石・雲母・

赤褐色酸化粒)を 少

量含む

良好 底部のみ 第 2調査区
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3。 まとめ

今回の発掘調査は第 1次調査地に隣接することから、それに関連する遺構が予想された。市

教育委員会の試掘調査の結果でも確認されていたも調査の結果、弥生時代後期末～古墳時代初

頭の包含層と奈良時代の河川跡が検出された。以下、各時代について記す。

弥生時代後期末～古墳時代初頭

近接の調査では南側の当調査研究会が実施した第 1次調査 (K S82-1)で庄内式期の遺構

や土器が出土しているが、今回の調査区では遺構は検出しなかった。遺物は弥生時代後期末に

比定されるV様式の上器の出土がほとんどであった。また、調査区東部は奈良時代の河川で削

平を受けており、詳細なことは不明であるが、東部の包含層に含まれる遺物量をみると東側ヘ

行 くに従い遺物量が減少しており、北東都へはあまり広がらないようである。

奈良時代

この時期の遺構は第 1次調査では集落遺構が確認されているが、今回は河川跡のみであった。

この河川は当調査研究会が実施 した第 4次調査 (KS84-4)の 第 5調査区 。第 7調査区と第19

次調査 (KS90-19)で検出している。上流の第 4次調査の第 5調査区から下流の当調査区ま

での流路を線で結んでみると、第 4次調査の第 5調査区から第19次調査へは北流する。そして

第19次調査から第 1次調査へ北西方向に流路が変わる。そしてさらに、第 1次調査から北東方

向へ流路を変え、そのままの方向で当調査区へと続 く。確認した流路は緩やかなS字を描 くよ

うである。このように同時期の河川の流路が約500mに わたり復元できた。今後、さらに周辺

の発掘調査が増加するに従い上下の流路をより長 く復元することにより、この時期の様相をよ

り明確にすることをできるであろう。

4次

と上

l f lli  〕1中 ‖1 11H I  にヽ
「「¬

第8図 奈良時代の河川流路復原想定図

10次 -1

0
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Ⅵ 小阪合遺跡第24次調査

中世

土層 (第 6層 )は確認されたが、遺構はなかった。南部で実施 した第 1次調査では東西方向

の鋤溝が検出されてお り、当調査区へ続 くものと考えられる。
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図
版

一

第 1調査区全景 (西から)

第 2調査区全景 (西から)
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Ⅵ 小阪合遺跡第24次調査

第 1調査区 第 9層土器出土状況 (東 から)

第 1調査区 下層確認 (南から)
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Ⅶ 中田遺跡第11次調査 (N T92-11)



例

1.本書は、人尾市刑部 3丁 目地内で実施した公共下水道工事に伴う発掘調査の報告書である。

1,本書で報告する中岡遺跡第11次調査 (N T92-11)の発掘調査の業務は、人尾市教育委員

会の指示書 (八教社文第 103号 平成 4年 9月 16日 )に基づき、財団法人人尾市文化財調

査研究会が入尾市から委託をうけて実施したものである。

1.現地調査は、平成 4年 11月 6日 から平成 5年 3月 23日 にかけて、坪田真―を担当者として

実施した。調査面積は81m2を 測る。なお調査においては坂下 学・濱田千年・山内千恵子

・柴田達弥が参加した。

1.内業整理には上記の他、岩本順子・田島和恵・都築聡子が参加した。

1.本書の執筆・写真撮影及び編集は坪田が行つた。
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Ⅶ 中田遺跡第■次調査

Ⅶ 中田遺跡第11次調査 (N T92-11)

1. |よ じめに

中田遺跡は、人尾市のほぼ中央に位置し、現在の行政区画では中田 1～ 5丁目、刑部 1～ 4

丁目、人尾木北 1～ 6丁 目の範囲に広がる。旧大和川の主流である長瀬川と玉串川に挟まれた

沖積地上に立地し、同地形上において北側で小阪合遺跡、西側で矢作遺跡、南側で東弓削遺跡

に接 している。

昭和45年の区画整理事業の際発見された遺跡で、以後中田遺跡調査会・八尾市教育委員会・

大阪府教育委員会 。当調査研究会により調査が続けられている。これらの調査成果から、当遺

跡は弥生時代中期～古墳時代前期を中心に、弥生時代前期～中世にわたる複合遺跡であること

が確認されている。なお今回の調査地の南部付近では、吉備系の上器を多量に含む古墳時代前

期 (庄内式期初頭)の一括遺物が出上 している。

0              10

― 第 1図 調査地位置図 (S=1/50001

口 14坦国
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Ⅶ 中田遺跡第11次調査

2.調査概要

1)調査方法と経過

今回の調査は公共下水道工事に伴う調査で、調査区は立坑部分 1か所 (1区 )、 人孔部分 2

か所 (2・ 3区 )、 埋管のための開削 トレンチ部分 (4区)に分かれている。

調査は、 1区ではまず地表下約1.lmま でを機械掘削し、以下の約0.7mを 人力掘削で、さら

に約0.5mを 人力掘削と機械掘削を併用 して発掘調査を行った。また以下約2.Om(地表下約4.

3mま で)の機械掘削については下層確認のための立会調査を実施 した。 2・ 3区では地表下

約1.5mま でを機械掘削し、以下の約1.7mを人力掘削と機械掘削を併用して発掘調査を行った。

4区では工事進行に合わせて立会調査を行い、主に断面観察・遺物採集を実施した。

2)基本層序と出土遺物

調査地全域に見られる第 1・ 2層 は、近世以降の盛土・旧耕土である。

1区第 3層からは屋瓦片が多 く出土 している。 1～ 3区第 4・ 5層 は中世頃の河川堆積層と

考えられ、河底付近の堆積土は鉄分を多 く含み、ここから弥生時代後期～中世の上器 (2・ 3

・ 9)が出土 している。

4区の全域でみられた第 6。 7層 は平安時代～鎌倉時代頃の包含層で、第 7層 は 2層 に分か

れる可能性がある。第 8・ 9層 は古墳時代後期～奈良時代の包含層にほぼ比定されると考えら

れる。土器の他埴輪片が全域にわたって出上 している (10～ 33)。

1～ 3区の第10～ 17層 は河川堆積層と考えられる。河床面とした第23層上面は北から南に低

くなっており、東西方向の流路が想定される。出土遺物は少量で、上層にあたる青灰色系粘土

0                    2m

第 3図  1区平面図(S=1/501
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層 (第 10～ 13層 )の第12層 からは弥生時代後期から布留式期の土器 (4・ 6～ 8)が出土して

いる。下層にあたる第16・ 17層 の砂層からは布留式期以降の土器が出土 しており、層位の逆転

がみられた。下層出上の上器の時期は、破片のため明確にはできないが、飛鳥～奈良時代まで

下る可能性がある (土師器甑-5)。

4区北端から約10mの 範囲で見られた第18層 は、弥生時代後期の上器 (10～ 18)を多量に含

む包含層であり、第21層 あるいは第22層上面が当該期の遺構面であるのは確実であろう。

3)検出遺構と出土遺物

遺構が確認できたのは 1区のみで、第 3層上面、調査区の北部で土坑 2基 (S K101・ 102)

を検出した。いずれも平面不定形で、法量 (長辺×短辺×深さ)は S K101-155clll以 上×25clll

以上×約10cm、 S K102-160clll以 上×75cm以 上×約10cmで ある。埋土はいずれも暗灰褐色細砂

混じり粘質土である。時期は出土遺物から中世以降と考えられる。

壬==ゴ
~~＼

1

｀
1`ことここここここtilII三二::こ !'2

0                                     20cm

区

区

区

　̈
”
９

第4図  1～ 3区出土遺物(S=1/4)
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4)出土遺物観察表

号

号

香

香

物

版

遺

図
器  種 出土地点

法量 (cm)日 径

(復元値)器 高

色調 外

内
胎   土 焼 成 技 法 ・ 形 態 等 の 特 徴

存

考

残

備

1 瓦 質

羽 釜

1 区

第 3層

(159)

鍔径  (2131
乳灰色 密 良好 不明。

極小

反転

2 黒色土器

椀

1 区

第 5層

径

高

台

台

高

高
灰黒色 密 良好 高台部ナデ。

1/2

反転

3 須恵器

底 部

1 区

第 5層
高台径 (126)

高台高  07
淡灰色

密 1 5mm以
下の砂粒を含
む

良好 回転ナデ。

1/8

反転

土師器

菱

1 区

第12層

(127)

淡橙茶色

密 1 0mm位
の砂粒を含む 良好

日縁部 ヨコナデ。顕部内面ナデ。体部外面ハケ、内

面ヘラケズ リ。

1/3

反転

5 土師器

甕

1 区

第16層

明▼L茶色

やや粗  3 mm
以下の砂粧を

含む

良好 底体部外面ハケ、内面ヘラケズリのちハケ。

1/4

反転

6 弥 生

長頸壺

2 区

第11層 頸都径 (80)
暗乳茶色

やや粗  1山
位の砂粒を含
む

良好 外面ヘラミガキ、内面ナデ。

1/2

反転

7 弥 生

高 杯

2 区

第11層

(134)
123

底径  (114)
暗灰褐色

密 411以下
の砂粒を多量

に含む
良好

脚部外面ヘラミガキ、内面ナデ。脚部 4方向に円形
スカシ。

1/2

-部反転

土師器

鉢

2 区

第H層

(130)

乳茶色 密 良好

外面は日縁部ヨコナデ、体部ナデ。内面ナデ。外面

黒斑あり。

反 転

土師器

高 杯

3 区

第 5層
乳茶色

やや粗  1～
3 mmの 砂粒 を

含む

良好

脚部外面ヘラミガキ、内面ナデで裾部にハケ残る。

裾部 4方向に円形スカシ。

脚部のみ

一部反転

10 弥  生 4 区

①

第18層

(79)

淡灰茶色

密 2 5ma以
下の砂粒を含
む

良好 日縁部外面ナデ、内面ハケ。

1/4

反転

1ユ 弥 生

無顕壷

4 区

①

第18層

乳茶色 密 良好 日縁都 ヨヨナデ。体部外面ヘラミガキ、内面ナデ。

1/6

反転

弥 生

壷

4 区

①

第18層

灰茶色

密 2 mm以下
の砂粒を含む 良好 ヨコナデ。

極小

反転

弥  生 区
②

層
一
‐８

４
①

第

1)

暗灰茶色 やや粗 良好 日縁部外端面に円形浮文及び棒状浮文。

1/8

反転

弥 生

長頸壺

区
・②醒

４
①

第

(135)

日票部高 83
暗乳茶色 密 良好 外面ヘラミガキ、内面ハケ。

1/5

反転

弥 生

壺底部

4 区

①

第18層 底径   64
乳灰黒色 やや粗 良好 ナデ。

底部のみ

一部反転

弥 生

高 杯

区
②

層
一　
‐８

４
①

第
(304) 淡灰茶色

密  2 5mm以
下の砂粒 を多

量に含む

良好 不明。

極小

反転

17 弥 生

高 杯

区
⑥

媚
一　
・１

４
⑤

翔 脚径   44
乳橙色

やや粗  1～
4 nIの砂粒 を

含む

良好

キガラ

ンヽ

ヘ
カ

面

ス

外

形
内面ナデ。脚柱部二段三方向に円 脚部のみ

一部反転

弥 生

高 杯

4 区

①

第18層

茶 色

密 1～ 3 Hn

の砂粒を含む 良好 外面ヘラミガキ。脚部 4方向に円形スカシ
脚部のみ

一部反転

土師器

奏

4 区

①

第 9層
灰茶色

密  2 mm以下
の砂粒 を多量

に含む

良好 回縁部 ヨヨナデ。体部内面ヘラケズ リ。

1/5

反転

土師器

甕

区
⑤

層
一　
９

４
④

第

(148)

淡橙茶色

密  0 7mH以
下の砂粒 を多

量に含む

良好

口縁部ナデ。体部外面ハケ、内面ナデでユ ビオサエ

残る。

反転

土師器 4 区

⑤一⑥
第 9層

(ユ 16)
茶橙色

密 10m以
下の砂粒を含
む

や

良

や

不 不明。

1/5

反転

土師器 区

⑥

層
一
９

４
⑤

第
茶橙色

密 05■lm以

下の砂粒を含
む

良好 不明。

1/6

反転
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遺物番号

図版番号
器  種 出土地点

法量 (cn)

(復元値)

径
高

日
器

色調 外

内
胎  土 焼 成 技 法 ・ 形 態 等 の 特 徴

存

考

残

備

円筒埴輸 区
③

層
一
９

４
②

第
タガ高  04
タガ幅  18

乳茶色 密 良好

外面ヨコハケのちタテハケ、内面ナナメハケ。タガ

部ヨヨナデ。円形スカシ。須恵質。

極 小

朝顔形円筒

埴輪

4 区

①～②
第 9層

明乳茶色 密 良好 内外面ナナメハケ。

極 小

円筒埴輪 区
④

層
一
９

４
③

第

高

幅

ガ

ガ

03
17

明乳茶色 密 罠好 不明。

極 小

須恵器

杯 身

4 区

②～③
第 9層 受部径

灰茶色

密 1 4tu以 下
の砂粒を含む 良好 回転ナデ。

８
　

転

ν
　

反

須恵器

杯 身

区
③

層
一
９

４
②

第

(117)

受部径 (ユ40)
灰 色 密 良好 回転ナデ。底部外面灰かぶり。

膝
　
庫

須恵器

杯 身

4 区

④～⑤

第 9層

(92)
24

受部径 (■ 2)

灰茶色 密 良好 回転ナデ。底部外面ヘラ起 し。

４
　

転

ν
　

反

須恵器

器 台

4 区

①

第 9層

(312)

灰 色 密 良好 回転ナデ。

小

　

転

極

　

反

土師器

養

4 区

⑥

第 7層

(217)
乳茶色 密 良好 日縁部ヨコナデ。体部ナデ。

小

　

転

極

　

反

土師器

杯

4 区

⑥
第 7層

(146)
28 明乳茶色 やや粗 良好

口縁部～体部ヘラミガキのち内面放射状暗文。底部

外面ナデ。

小

　

転

極

　

反

瓦 器

皿

4 区

③～④

第 7層
暗灰色

密 0 2EI以下
の砂粒を含む 良好

口縁部ヨコナデ。底部外面ユピオサエ。日縁部内面

圏線状、底部内面格子状の暗文。

瓦

平 瓦

4 区

⑤～⑥

第 7層

厚 さ

灰 色 密 良好 凹面布日、凸面縄目。端部ナデ。

Ⅶ 中田遺跡第11次調査

3.ま とめ

今回の調査では、弥生時代後期から近世の遺構・遺物を検出した。出土遺物の量はコンテナ

に 3箱を数える。

4区北部では弥生時代後期の土器を多量に含む包含層が確認された。遺構は検出できなかっ

たが標高9.lm前後に当時の集落が拡がると推定され、当地は集落域の南部にあたるものと考

えられる。古墳時代前期の出土遺物は少量であるが、 1～ 3区の河川堆積層から出土しており、

周辺に集落が存在 したのであろう。 4区では出土遺物の状況から古墳時代後期以降、連綿と集

落が営まれていたようである。また包含層より埴輪が出土していることも注目される。
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Ⅶ 中田遺跡第11次調査
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Ⅷ 中田遺跡第12次調査 (N T92-12)



例

1.

本書は、人尾市中田 2丁 目405番地で実施 した共同住宅建設工事に伴う発掘調査の報告書

である。

本書で報告する中田遺跡第12次調査 (N T92-12)の 発掘調査業務は、人尾市教育委員会

の指示書 (人教社文第143号平成 4年12月 15日 )に基づき、財団法人八尾市文化財調査研

究会が松村清治氏から委託を受けて実施したものである。

現地調査は平成 5年 1月 19日 ～ 1月 30日 にかけて、岡田清―を担当者として実施した。

調査面積は120m2を 測る。なお、調査においては千賀幸二、能勢尚樹、人田雅美が参加 し

た。

本書に関わる業務は、遺物実測―市森千恵子、西岡千恵子、遺物写真 。本分の執筆―岡田

が担当した。

1.
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Ⅷ 中田遺跡第12次調査

Ⅷ 中田遺跡第12次調査 (N T92-12)

1.は じめに

中田遺跡は、人尾市のほぼ中央に位置する遺跡で、現在の行政区画では中田 1～ 5丁 目、刑

部 1～ 4丁 目、人尾木北 1～ 6丁 目付近に広がる複合遺跡である。地理的には旧大和川の主流

である長瀬川と玉串川に挟まれた低位沖積地に位置する。当調査地周辺の遺跡では、西に矢作

遺跡、北に小阪合遺跡、南に東弓削遺跡が隣接する。当遺跡では、現在までに当調査研究会が

11件の調査を実施 しているほかに、大阪府教育委員会 。中田遺跡調査会・八尾市教育委員会に

より数次にわたって発掘調査が実施されている。それらの調査の結果、弥生時代から鎌倉時代

に至る集落に伴う遺構・遺物が検出されている。そのなかで、昭和47年の中田遺跡調査会によ

る調査では日本最古の貨幣である「和同開弥」をはじめ、平安時代～鎌倉時代の居住域ととも

に青磁・白磁、墨書入 り土器が出土している。また、人尾市教育委員会による調査では昭和53
註 1

願

i:平 :

争口

コ

第1図 調査地位置図
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年に古墳時代前期の上器 (庄内式)と ともに鳥形木製品、昭和61年 に弥生時代の重棺がそれぞ

れみつかっている。

2.調査概要

1)調査方法と経過

今回の調査は、当調査研究会が当遺跡内で実施した第12次調査にあたり、共同住宅建設工事

に伴うものである。現地では人尾市教育委員会が実施 した遺格確認調査結果に基づき、工事部

分にあたる南北16m、 東西 8mの調査区を設定した。掘削に際しては、表上下0.7mま での現

代の耕土を含む土層を機械により除去した後、以下の0.8mの 土層については人力による掘削

・精査を実施 し、遺構 。遺物の検出に務めた。

調査地の区割 りは、建築設計範囲の北部中央に任意の点を設定し、そこを拠点として10m区

画で東西をアルファベット (a・ b)、 南北を算用数字 (1～ 5)と して表 した。地区名は交

差する南西側を優先 し、 la～ 5b区 と呼称 した。

2)基本層序

現地表から下層確認を含むまでの深度は約1.8mを 測 り、

この間に調査区全域に普遍的に堆積する 9層 を摘出して基本  現地表

層序とした。なお、第 7層 については調査区の北部のみにし  TP十
9.00m

か存在していない。

第 1層

第 2層

第 3層

第 4層

第 5層

第 6層

第 7層

第 8層

第 9層

盛土及び現耕土。層厚20cm前後。

旧耕土。層厚15cm前後。

床土

明茶褐色細砂混粘質土。層厚20～ 30cm。

茶褐色粘質土。層厚25～ 30cm。 中世の遺物を少量

含んでいる。                       第2図 基本層序模式図(1/40)

暗紫灰色砂礫混粘質土。層厚10～ 20cm。 古墳時代

前期 (布留式新相段階)の遺物を含んでいる。

暗茶灰色粘質シル ト。層厚10cm前後。古墳時代前期 (布留式古相段階)の遺物を含

んでいる。調査区の北部に堆積する層で、南部においては後世によつて削平された

ものか存在 しない。また、北部ではこの層の上面が第 1遺構検出面となる。

青灰色シル ト。層厚15～ 20cm。 遺物を含まない層で、この層の上面が調査区の南部

では第 1遺構検出面、北部では第 2遺構検出面となる。

灰白色粗砂～砂礫層。層厚40cm以上。層内の出土遺物から古墳時代前期に埋没した

第

第

＝９．００ｍ一

遺構検出面

1

4

5

8.00m
/~ 8

-98-



Ⅷ 中田遺跡第12次調査

自然河川の堆積層 と考えられる。

3)検出遺構 と出土遺物

調査の結果、現地表下1.2m(標高8.2m)前後のところで鎌倉時代に比定される池状遺構 1

箇所・自然河道 1条 (NR-101)、 古墳時代前期 (布留式新相段階)に比定される土坑 3基

(SK-101～ 103)。 溝 4条 (SD-201～ 204)・ 落ち込み 1箇所 (SO-101)。 土器集積

1箇所 (SW-101)を 検出した。なお、鎌倉時代の遺構が検出された付近では、古墳時代前

期 (布留式新相段階)の遺物包含層になる第 6層 の堆積がかなり希薄になっている。そして調

査区北部にのみ存在する第 7層 を除去 したところ (標高8.lm前後)で、古墳時代前期 (布留

式古相段階)に比定される土坑 2基 (SK-201・ 201)・ 溝 2条 (SD-201・ 201)・ 月ヽ穴 2

個 (SP-201・ 201)を検出した。

・第 1遺構面

◎鎌倉時代

<池状遺構>

1～ 2a区で検出した。遺構の西側部分は調査区外に至 り、南側部分は試掘孔によって削平

されているため全容は不明である。検出規模は東西幅4.7m。 南北幅5,7m。 深さ0.8mを 測る。

内部堆積土は上から灰白色細砂・青灰色細砂混粘土の 2層 に分層でき、下層の粘土・砂の互層

の堆積状況と遺構底部に植物遺体等の沈殿がみられないことから、人為的に掘られてすぐに埋

め戻されたと考えられる。また遺構の西側部分が不明なので決定的なことはいえないが、見方

によれば当時の人々が井戸掘肖U途中で何等かの事情により掘 り方を断念し、埋め戻 したという

解釈 もできる。遺物は青灰色細砂混粘土層から土師器小皿 。瓦器椀の小破片とともにV様式系

の甕 (1～ 3)・ 高杯 (4)が出土 した。

0                                       20cm

第 3図 池状遺構出土遺物実測図
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『∞
SD‐ 102

SW-101

つ

SK‐ 103

SD‐ 104

落ち込み状遺構

第4図 第1調査面遺構平面図
   |
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Ⅷ 中田遺跡第12次調査

b

3-

第 5図 第 2調査面遺構平面図
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<自然河道 (NR-101)>

2～ 3b区で検出した。方向は調査区内で北東から南西への流れをもつとみられる。規模は

幅2.4～ 5.5m。 深さ0。 3mを測る。内部堆積土は灰白色砂礫混粘土・灰色粗砂～砂礫の互層で

ある。層内からは弥生時代後期末～鎌倉時代に比定される遺物が出土 しており、なかには表・

裏面ともにヘラで線刻された形象埴輪の一部とみられるもの (3)が 1点混入していた。その

ほか図化できたものには、V様式系の奏 (5)。 鉢 (6)・ 河ヽ型丸底重 (7)がある。

母躍∋8

第 6図  NR-101出 土遺物実測図

◎古墳時代前期 (布留式新相)

<土坑 (SK)>

SK-101

1～ 2b区で検出した。北部及び東部が調査区外に至るため全

容は不明である。規模は検出部で、東西幅2.3m。 南北幅1.6m・

深さ0.16mを測る。内部堆積土は暗灰色粘質土である。遺物はV

様式系の甕及び庄内甕の小破片とともにサヌカイト製の削器 (10)

が 1点出土した。

SK-103

一鱒-0
姦      

附
m

第 3図  SD-102出 土遺物実測図

9     1    1時 m

1～ 2b区で検出した。平面の形状は楕円形、断面は浅い皿 第7図 SK-101出土遺物実測図

状を呈する。規模は東西幅1.Om。 南北幅0.6m・ 深さ0。 17mを測る。内部堆積土は暗灰色粘質

土である。遺物は甕の破片が数点出土したが図化できたものは (9)の 1点だけである。

SK-102

3a区で検出した。平面の形状は楕円形、断面は浅い皿状を呈する。規模は長径1.Om。 短
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Ⅷ 中田遺跡第12次調査

径0.6m・ 深さ0.07mを 測る。内部堆積土は暗灰色粘質土である。遺物は庄内奏の破片が少量

出土した。

<溝 (SD)>
SD-101

1～ 2a区で検出した。北東―南西方向に伸びる溝で、南西部は池状遺構によって切 られる。

検出部の規模は幅1.8m・ 深 さ0.07mを 測る。断面形は浅い皿状を呈 し、内部堆積土は暗灰色

粘質土である。遺物はV様式の鉢 (11)。 古墳時代前期に比定される重 (12・ 13)。 奏 (14)

。高杯 (15)・ 月ヽ型器台 (16・ 17)がある。

第9図  SD-101出 土遺物実測図

SD-102

2a～ b区で検出した。東西方向に伸びるが、西側部分は池状

認

こ

津ξ壕思
g彗

写と堅 Ⅷ ピ仔慇授雹馨哲と二猛
一
込

一

遺物は重 (19・ 20)。 奏 (21～ 23)・ 河ヽ型器台 (24)がある。    
―

SD-103 第10図  SD-102出 土遺物実測図

4a区で検出した。東西方向に伸びるもので、検出部の規模は幅0.5m。 深さ0.05mを測る。

断面形は浅い皿状を呈し、内部堆積土は暗灰色微砂混粘質土で少量の炭化物を含む。遺物は土

師器の小破片が少量出土 した。

蝕
０４ｃｍ〕
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第11図  SD-102出 土遺物実測図

SD-104

SD-103の 南部で平行して伸びるものである。検出部の規模は幅0.3m。 深さ0.05mを 測る。

断面形は浅い皿状を呈 し、内部堆積土は暗灰色微砂混粘質上である。遺物は土師器の小破片が

少量出土した。

<落ち込み (SO-101)>

2a・ b～ 3a区にかけて検出した。東側から西側に向かって緩やかに落ち込むもので、北

側は試掘孔及び池状遺構によって削平され、西側は調査区外に至る。規模は検出部で東西幅4.

2m。 南北幅5.3m・ 深さは東部の浅いところで0。 lm。 西部の最深部で0。 2mを測る。内部堆積

土は上から暗灰色砂礫混粘質土・暗茶褐色粘質シルトの2層 に分層され、少量の炭化物が含ま

れる。内部からの遺物は、壺 (25。 26)・ 完形品の小型の奏 (27)や それ以外の奏 (28・ 29)

。高杯 (30)がある。

0

第12図  SD-101出 土遺物実測図
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Ⅷ 中田遺跡第12次調査

<土器集積 (SW-101)>

2b区で検出した。東西に長 く集積するもので、掘 り方は認められない。集積範囲の規模は

東西幅1.2m。 南北幅0.6mを 測る。器種内容は、複合口縁重 (31)・ 甕 (34～ 36)・ 器台 (40)

で、なかでも (40)の器台は口縁部と脚部の一部が欠損 しているものの完形品に近いものであ

る。

第13図 SW-lol出 土遺物実測図

。第2遺構面

<土坑 (SK)>
SK-201

2a～ b区で検出した。南西部は池状遺構によって削平されているため全容は不明である。

規模は検出部で最大幅0.9m。 最小幅0,3m・ 深さ0。 lmを測る。内部堆積土は暗灰色砂礫混粘

質土で炭化物を多量に含む。遺物は土師器の小破片が少量出土 した。

ヽ
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SK-202

2b区で検出 した。平面の形状は円形 を呈 し、断面形は椀形 を呈する。規模は、径0.8m。

深さ0。 12mを 測る。遺物は奏の破片が出土 した。

<溝 (SD)>
SD-201

1～ 2a区で検出した。検出できたのは東岸部分のみで、南側は池状遺構によつて削平され、

西側は調査区外に至る。規模は検出部で幅2.8m・ 深さ0.3mを 測る。内部堆積土は暗灰色粘質

土と灰白色細砂の互層である。遺物はV様式系の甕の体部片・庄内甕の口縁部の一部をはじめ

土師器の小破片が僅かにみられたが、図化できるものはなかった。

SD-202

2～ 3b区で検出した。東西方向に伸びるとおもわれるが、西側は池状遺構によつて削平さ

れる。規模は検出部で最大幅3,7m。 最小幅1.2m・ 深さ0。 1l mを 測る。内部堆積土は暗灰色微

砂混粘質上である。遺物はV様式系の奏の体部片・同式系高杯の脚部・庄内秦の体部片が含ま

れていたが図化できるものはなかった。

<小穴 (SP)>
SP-201

1～ 2a区で検出したも平面の形状はやや楕円形を呈 し、断面形は浅い皿状を呈する。規模

は長径0.5m。 短径0.3m・ 深さ0.07mを測る。内部堆積土は暗灰色粘質土で、遺物はなかった。

SP-202

2b区で検出した。平面の形状は楕円形を呈 し、断面形は浅い皿状を呈する。規模は長径0。

7m・ 短径0.4m・ 深さ0.07mを 測る。内部堆積土は暗灰色微砂混粘質上で、遺物は土師器の破

片が少量出土 した。

4)遺構に伴わない出土遺物

第 4層 からは近世の陶磁器片、第 5層からは土師器および瓦器の破片が僅かにみられたが、

量的には第 6・ 7層 の古墳時代前期 (布留式)が比較的多い。そのなかでも器種別にみると甕

の占める割合が高い。出土量ではコンテナ 3箱を数える。そのうち図化できたものは、第 6層

から甕 3点 (41～ 43)のみである。第 7層 からは、壼 2点 (44・ 45)・ 甕11点 (46～ 56)。 小

型器台 (58)。 V様式の高杯 (57)がある。また、下層確認調査では4b区の砂層内 (第 8層 )

から土師器の小破片とともに台付重 (59)が 1点出土した。
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中田遺跡第12次調査

6

老

20cm

第14図 遺構に伴わない出土遺物実測図 第 6層 (41～ 43)・ 第 7層 (44～ 58)

♀          1       1 0Cm

第15図 下層 (第 9層)出土遺物実測図
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4)出土遺物観察表

遺物番号

図版番号

器  種

出土地点
漣
でｃｍナ

国径

器高
形 態 ・ 罰 整 の 特 徴 色  調 胎  土 焼 成

遺存状況

備  考

1 甕

(土 師器 )

池状遺構

14 4 口縁部内外面ヨヨナデ。体部外面タタキ、内面上

位ユビオサエ・以下ヘラナデ。肩部内外面に1条

ずつ整合痕を有す。

内/灰茶色

外/灰橙色

2 mm以下の

砂粒を多量

に含む

良

2 同  上 内外面ともに磨滅が著しいため調整不明。 茶灰色 5 mm以下の

砂粒を含む

良

3 同 上

底径  38

内面ヘラナデ、外面タタキ。外面に黒斑有 り。 灰茶色 2 1nm以 下の

砂粒 を多量

に含 む

良 底部のみ

4 高 杯

(上師器)

池状遺構 底径 140

脚柱部内面ヘラナデ、外面ヘラケズリ後ナデ。裾

部内面ハケナデ、外面磨減のため不明。裾部の穿

孔の数値は不明。

内/橙色

外/乳橙灰

色

1 5mn以 下

の砂粒を少

量含む

良 脚部 1/3

5 養

(上師器)

底径  52

内面ヘラナデ、外面ナデ。内面に黒斑有 り。 内/淡灰茶

色

外/暗灰茶

色

3 mm以下の

砂粒を少量

含む

良好 底部のみ

鉢

(上 師器 )

NR-101

口縁部内外面ヨヨナデ、体部内面上位ハケナデ・

下位ナデ、外面ナデ。体部内面に 1条、外面に3

条の接合痕を有す。

茶灰色 2 mm以下の

砂粒を少量

含む

良好 1/3

7 小型丸底五

(土師器)

NR-101

104

73
口縁部内外面ヨヨナデ、体部内面ヘラケズリ、外

面磨滅のため不明。体部外面に黒斑有 り。

橙色 密 良 ほぼ完形

9 甕

(土師器)

NR-101

132 口縁部内外面ヨヨナデ。外面に黒斑有 り。 茶灰色 3 mm以下の

砂粒 を含 む

良好 口縁都1/6

11 鉢

(弥生式)

SK-101

96
81

底径  38

口縁部内外面タタキ後ヨコナデ。体部内面ヘラナ

デ、外面タタキ。日縁部内外面に黒斑有 り。

乳灰茶色 3 mm以下の

砂粒を含む

良好 3/4

(土師器)

SD-101 最大径 96

内外面ともに磨滅が著しいため調整不明。 内/暗灰色

外/茶灰色

～褐色

5 Jnm以 下の

砂粒 を多量

に合 む

良好 口縁部の一

部欠損

13 同  上

底径 43

内外面ともに磨滅が著しいため調整不明。 内/暗灰色

外/暗赤褐

色

3 mm以下の

砂粒を多量

に含む

良 底部のみ

14 甕

(土師器)

SD-101

118 口縁部内外面ヨコナデ。体部外面タタキ、内面は

磨滅のため調整不明。

内/暗灰色

外/暗赤褐

色～茶

4 mm以下の

砂粒 を多量

に合む

良 1/4

15 高 杯

(土師器)

SD-101

156
107

底径 106

底部内面ヘラナデ以外は、磨滅が著しいため調整

不明。裾部に四方孔を有す。

明茶褐色～

茶灰色

3 mm以下の

砂粒を多量

に合む

良 脚部一部欠

損

‐６

一二

小型器台

(上師器)

SD-101

71
55

底径  87

口縁部内外面ヨヨナデ。受部内面ヘラナデ、外面

ナデ。底部内面ヘラナデ、脚柱部及び脚底部内面

ヘラナデ。裾部に四方子しを有す。受部内面に黒斑

有り。底部内面全体に煤付着。

茶灰色 l mm以下の

砂粒を多量

に合む

良好 脚底部一部

欠損

17 同  上 110

77

底径  95

受部内面磨減のため調整不明、外面ヘラミガキ。

底部内面ヘラナデ、その他は磨滅のため調整不明。

裾部に四方孔を有す。底部内面煤付着。

灰掲色～褐

灰色

5 mm以下の

砂粒を多量

に含む

良好 受部1/2欠

損

‐９

四 (上師器)

SD-102

96
77

底径  24

口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラナデ、外面

磨減のため不明。体部外面に黒斑有り。

内′/黄灰色

外/乳灰茶

色

4 mm以下の

砂粒 を少量

含む

良好 5/6
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遺物番号

図版番号

器  種

出土地点 唯
綿

遅
⑪

形 態 ・ 調 整 の 特 徴 色  調 胎  土 焼 成
遺存状況

備  考

壷

(上師器 )

SD-102

152 口縁部内外面ヨコナデ。日縁端部外面に2条の凹

線文。内面に1条、外面に2条の接合痕を有す。

淡灰橙色 5 mm以下の

砂粒を含む

良好 口縁部 1/4

同 上

底径  35

内面ヘラナデ、外面ヘラミガキ。底部穿孔。外面

に黒斑有り。

茶灰色 5 mm以下の

砂粒を含む

良好 底部のみ

同 上

底径  50

内外面ヘラミガキ。 淡灰褐色 3 Hun以 下の

砂粒を含む

良好 底部 のみ

養

(土師器)

SD-102 底径  40

内面ナデ、外面タタキ。内外面煤付着。 褐灰色～茶

灰色

21n以 下の

砂粒を含む

良好 底部のみ

小型器台

(土師器)

SD-102 底径  96

脚底部内面ヘラナデ、外面ナデ。受部・脚部間外

面に1条、その下方に1条の接合痕有 り。外面に

黒斑有り。

茶灰色 3 mm以下の

砂粒を含む

食好 脚底部1/2

(土師器)

SO-101

口縁部内外面ヨコナデ。内外面に黒斑有り。 灰黄色 5 mm以下の

砂粒を含む

良好 口縁部1/3

26

四

同  上

底径  43

内外面ヘラミガキ、底部外面ユビオサエ ヘラケ

ズリ。外面に1条の接合痕有り。内面黒斑有り。

外/褐灰色

内/茶灰色

31m以 下の

砂粒を含む

良好 底部のみ

２７

四

霊

(土師器)

SO-101

108
10 2

日縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラケズリ、外

面ハケナデ。

曙茶色 3 mm以下の

砂粒を多量

に合む

良好 完形

同 上

底径  40

内面ヘラナデ、外面磨滅のため調整不明。 淡灰橙色 31m以下の

砂粒を含む

良 底部のみ

同 上

底径  55

内面ヘラナデ、外面ユビオサエ・ナデ。 淡灰橙色 3 mm以下の

砂粒を含む

良 底部のみ

３〇

四

高 杯

(土師器)

SO-101

12 8

108

底径 176

杯部内外面ヘラミガキ。脚柱部内面ヘラナデ、外

面ヘラミガキ。脚部内面上位ユビオサエ・下位ハ

ケナデ、外面ナデ。裾部に4方子しを有す。

茶灰色 3m以下の

砂粒を含む

良好 底都3/4欠

損

３‐

四 (土師器)

SW-101 頚部最大径

147

口縁部内外面ヘラミガキ。頚部内面ヘラミガキ、

外面ハケナデ後ヘラミガキ。体部内面ヘラケズリ

外面ハケナデ。体部外面に黒斑有り。

褐灰色 31m以下の

砂粒を含む

良好 頚部のみ完

存

奏

(土師器)

SW-101

148 口縁部内外面ヨコナデ。 淡灰橙色 5 mm以下の

砂粒 を含 む

良好 口縁部1犯

同 上 152 口縁部内外面ヨヨナデ。体部内面ナデ、外面タタ

キ。

茶灰色 3 mn以下の

砂壮を含む

良好 口縁部1/5

同 上 11 0 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面磨減のため調整

不明、外面タタキ

茶灰色 3 mm以下の

砂粒を含む

良好 口縁部1/6

同  上 130 日縁部上位内外面ヨコナデ、下位内面ヘラナナ・外

面タタキ。体部内面ユビオサエ・ナデ、外面タタキ。

日縁都外面に1条、肩部内面に1条の接合痕を有す。

茶灰色 3 mm以下の

砂粒を含む

良好 日縁部ν 6
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遺物番号

図版番号

器  種

出土地点

径

高
口

器
遅
⑪

形 態 。 調 整 の 特 徴 色  調 胎  土 焼成
遺存状況

備  考

甕

(土師器)

SW-101

口縁部内面ヨコナデ後ハケナデ、外面ヨコナデ。

体部内面ヘラケズリ、外面タタキ。内面に黒斑有

り。外面に煤付着。

暗灰褐色 5 mm以下の

砂粒を含む

良好 口縁部1/4

同 上

底径  35

内面制離のため調整不明、外面タタキ。 内/暗灰色

外/橙灰色

2 alm以 下の

砂粒を合む

良好 底部のみ

同 上

底径  50

同 上 内/暗灰茶

色

外/灰橙色

311n以下の

砂泣を含む

良好 底部のみ

同 上

底径  38

内外面ともに磨耗及び素」離のため、調整不明瞭。 茶灰色 4 mm以 下の

砂粒を含む

良好 底部のみ

４〇

四

器 台

(土師器)

SW-201

212 口縁端部内外面ヨコナデ。口縁部内面ハケナデ後

ヘラミガキ、外面ハケナデ。受部内外面ヘラミガ

キ。脚柱部外面ヘラナデ。底部内面ヘラナデ、外

面ナデ受部及び裾部にそれぞれ四方孔を有す。

明褐色 2 mm以下の

砂粒を少量

含む

良好 口縁部の一

部及び底部

1/2欠損

霙

(上師器 )

第 6層

120 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラケズリ、外

面タタキ後ハケナデ。

暗茶灰色 2 mm以下の

砂粒を少量

含む

良好 口縁部1/6

同 上 口縁部内面ヘラナデ、外面ヨヨナデ。体部内面磨

耗のため調整不明、外面タタキ後ハケナデ。体部

外面に黒斑有り。

茶灰色 3 mH以下の

秒粒を含む

良好 口縁部1/4

同 上

底径  43

内面ハケナデ、外面タタキ。体部外面に媒付着。 暗灰茶色 7 1nm以 下の

砂壮を含む

良好 底部 のみ

44

四 (上師器)

第7層

140 口縁部内面ヘラミガキ、外面ヨコナデ。体部内面

茉」離のため調整不明、外面ヘラナデ。口縁部外面

に接合痕を1条有す。

茶灰色 5 1nm以 下の

砂粒を含む

良好 口縁部のみ

４５

四

同  上 口縁部内外面ヨヨナデ。頚部内面ヨコナデ、外面上

位ハケナデ・下位貼り付け突帯にヘラによる刻み目

を施す。体部内面ユビナデ・撰夷に接合痕1条、外

面5条の波状紋 ,3条の沈線・ハケナデを施す。

茶灰色 4 mm以 下の

砂粒を含む

史好 国縁部 のみ

奏

(土師器)

第7層

164 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラケズリ、外

面タタキ。

茶灰色 2 mm以下の

砂粒を多量

に合む

良好 口縁郡1/5

同 上 口縁部内外面ヨコナデ。内面に黒斑有り。 茶灰色 5 mm以下の

砂粒を含む

良好 口縁部1/4

同 上 152 日縁部内面ヨコナデ、外面下位ユビオサエ。体部

内面ヘラナデ、外面タタキ・接合痕 1条 を有す。

灰茶色 5 mm以下の

砂粒を含む

良好 口縁部1/8

同 上 152 口縁部内面ヨヨナデ後ハケナデ、外面ヨヨナデ。

体部内面ユビオサエ後ハケナデ、外面タタキ。

茶灰色

内/灰茶色

4 mm以 下の

砂粒を含む

良好 口縁部1/3

同  上 口縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラナデ、外面

ヘラミガキ。日縁部内タト面に1条ずつ接合痕を有

す。日縁部外面に煤付着。

外/茶灰色 3 mm以下の

砂泣を含む

良好 口縁部Iた

同 上 口縁部内外面ヨヨナデ。体部内面ユビオサエ・ハ

ケナデ、外面たたき。国縁部外面に1条、体部内

面に3条の接合痕を有す。

灰茶色 5 mm以下の

砂粒を合む

良好 日縁部1/3
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遺存状況

備  考

琵

(土師器)

第7層 底径  38

内面ユピオサエ後ヘラナデ。外面磨耗のため調整

不明。

乳褐灰色 4 nl以下の

砂粒を含む

良 底部 のみ

同 上

底径  4.2

内面ヘラナデ、外面タタキ。 内/淡灰澄

色

外/淡灰色

3m以下の

砂粒を含む

良好 底部のみ

同 上

底径  36

内面磨耗のため調整不明、外面タタキ。 褐灰色 3Hm以下の

砂粒を多量

に含む

良好 底部のみ

同 上

底径 44

内面ヘラナデ、外面テテキ。内面黒斑有り。底部

外面に「一」のヘラ記号のようなもの有り。

内/黒色

外/茶灰色

3 mld以 下の

砂粒を含む

良好 底部 のみ

同 上

底径  42

内面磨耗のため調整不明、外面タタキ・ユビオサ 淡灰色 31111以 下の

砂粒を少量

含む

良好 底部のみ

杯

式

層

生

７

高

弥

第

26.0 口縁部内面ヨヨナデ後ヘラミガキ、外面ヨコナデ。

杯部内面ヘラミガキ、外面ナデ。

内/茶灰色

外/灰褐色

3 Hln以 下の

砂粒を少量

含む

良好 口縁部1/6

叫帥紳
底径  70

手づくね成形。四方孔を有す。 茶灰色 3al以下の

砂粒を含む

良好 脚底部のみ

５９

四

重

器

層

付

師

９

台

土

第

口縁部内面ヨコナデ、外面ヨヨナデ後ハケナデ。

体部内面ヘラナデ、外面ハケナデ。脚柱部内面ナ

デ 。シポリメ、外面ハケナデ。裾部に四方孔を有

す。下半部に黒斑有り。

乳褐色 31m以下の

砂粒を含む

良好 脚底部欠損

Ⅷ 中田遺跡第12次調査

3.ま とめ

今回の調査では、鎌倉時代・古墳時代前期 (布留式)の遺構・遺物を検出することができた。

鎌倉時代を含む中世の遺構については、当調査地の西側域では昭和47年度に中田遺跡調査会

(中 田遺跡北区―第 3地区)に よって実施された調査で、同時期の集落跡が検出されており、

今回検出した遺構 との有機的な関係が推定できる。古墳時代については前期における集落遺構

を確認することができたが、当調査地内の遺構の検出状況や壁面の上層の堆積状況からみて集

落の中心は北部にあるとおもわれる。そして南部については、洪水信 にみられる砂層の堆積か

ら氾濫源と解釈すると、人々の生活を営むうえではひじょうに不安定な土地条件であったとい

える。また、下層確認調査で部分的にグリット掘 りで確認 した結果、最終遺構面から2m以上

(最深部で標高6.Om)灰 自色微砂～細砂層が堆積 しており、湧水 もかなり著しかった。これ

らは自然河川の堆積層 と考えられるが、その坦没時期は層内からの出土遺物からみて、今回検

出した古墳時代前期の集落遺構とはそれ程時期差はないとおもわれる。

中田遺跡調査会『中田遺跡 etlヒ 区》発掘調査概要』1973

記

１

註

註
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第 1遺構面全景 (南 から)

第 2遺構面全景 (北 から)
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Ⅷ 中田遺跡第12次調査

図
版
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SD-101遺物出土状況 (北から)

SW-101検出状況 (北 から)

-113-



図
版
三

(6～ 8),SD-101(悧 ・ 12,15～ 17)

-114-
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Ⅷ 中田遺跡第12次調査

18

遺構に伴わない出土遺物

図
版
四

27

31                    10

SD-lo2(19),SO-101(26・ 27・ 30),SW-101(31・ 40),

第 7層 (44,451・ 第 8層 (59), SK-102(10), SD-102(18)
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Ⅸ 中田遺跡第13次調査 (N T92-13)



例

1,本書は、人尾市八尾木北 5丁目で実施 した引出し管路新設工事に伴う発掘調査の報告書で

ある。

1.本書で報告する中田遺跡第13次調査 (N T92-13)の発掘調査の業務は、人尾市教育委員

会の指示書 (八教社文第 139号 平成 4年 12月 9日 )に基づき、財団法人入尾市文化財調

査研究会が関西電力l■lか ら委託をうけて実施したものである。

1.現地調査は、平成 5年 1月 28日 から3月 3日 にかけて、坪田真―を担当者として実施した。

調査面積は123m2を 測る。なお調査においては坂下 学・演田千年・山内千恵子・柴田達

弥が参加 した。

1.内業整理には上記の他、岩本順子・田島和恵・都築聡子が参加 した。

1.本書の執筆・写真撮影及び編集は坪田が行った。
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